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創
立
70
年
を
節
目
に

　
　
　
　
　
協
同
の
理
念
を
再
確
認

　

組
合
員
の
皆
様
方
に
は
、
ご
健
勝
で
輝
か

し
い
平
成
31
年
の
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
も
の

と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
30
年
の
営
農
は
、
春
先
は
気

温
も
高
く
、
平
年
よ
り
も
２
日
早
い
融
雪
と

な
り
、
春
の
農
作
業
は
比
較
的
順
調
に
進
み

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
の
６
月

に
は
雨
が
多
く
、
夜
温
も
低
下
し
た
た
め
、

低
温
障
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
７
月
３
日
か

ら
４
日
に
か
け
て
、
上
川
管
内
は
大
雨
が
襲

い
、
当
Ｊ
Ａ
に
お
い
て
も
農
地
に
土
砂
が
流

入
・
流
出
し
た
ほ
か
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
や

牛
舎
が
冠
水
す
る
な
ど
の
被
害
が
あ
り
、
８

月
上
旬
に
は
猛
暑
、
下
旬
か
ら
は
低
温
に
見

舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
９
月
６
日
に
発
生
し
た
北
海
道

胆
振
東
部
地
震
に
よ
り
、
尊
い
命
が
失
わ
れ
、

ま
た
農
畜
産
物
や
農
業
施
設
等
に
未
曾
有
の

被
害
が
発
生
し
、道
内
全
域
の
停
電
「
ブ
ラ
ッ

ク
ア
ウ
ト
」
の
発
生
に
よ
り
、
組
合
員
の
営

農
や
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
や
関
係
団
体
の

集
出
荷
、
輸
送
、
製
造
、
保
管
体
制
に
多
く

の
影
響
が
生
じ
ま
し
た
。

　

被
害
に
遭
わ
れ
た
組
合
員
の
皆
様
に
は
、

あ
ら
た
め
て
衷
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
と
し
ま
し
て
も
、
乳
牛
の
乳
房
炎

リ
ス
ク
を
鑑
み
、
発
電
機
に
よ
る
酪
農
家
の

支
援
を
は
じ
め
、
各
種
選
別
・
貯
蔵
施
設
の

い
ち
早
い
復
旧
に
向
け
、
役
職
員
一
丸
と

年頭の
ごあいさつ

代表理事組合長

熊谷　留夫
代表理事専務

浦島　規生

な
っ
て
対
応
に
努
め
ま
し
た
。
し
か
し
全
道

的
な
機
能
停
止
で
あ
っ
た
た
め
、
農
畜
産
物

へ
の
経
済
的
な
打
撃
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
本
町
に
お
け
る
被
害
は
最
小
限
に

留
め
ら
れ
た
と
分
析
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ホ
ク
レ
ン
美
瑛
北
町
給
油
所
や
ホ

ク
レ
ン
シ
ョ
ッ
プ
も
震
災
当
日
よ
り
一
部
営

業
を
行
い
、
組
合
員
の
皆
様
の
み
な
ら
ず
、

多
く
の
住
民
の
方
々
に
ご
利
用
頂
き
、
Ｊ
Ａ

の
地
域
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
役
割
を
再
認
識

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
環
境
下
で
の
農
業
生

産
活
動
と
な
り
ま
し
た
が
、
初
雪
は
過
去
２

番
目
に
遅
い
観
測
と
な
り
、
降
雪
の
被
害
も

な
く
、
す
べ
て
の
作
物
の
取
り
上
げ
が
終
了

で
き
た
こ
と
は
幸
い
で
し
た
。

　

区
域
内
農
業
生
産
高
見
込
み
で
は
、
計
画

比
91
・
５
％
の
１
１
２
億
２
千
万
円
、
交
付

金
を
含
め
て
１
３
７
億
７
千
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

水
稲
に
つ
い
て
は
、
作
況
は
全
国
99
、
北

海
道
90
、
上
川
90
と
な
り
、
全
道
・
上
川
管

内
か
ら
見
て
も
本
町
の
作
柄
は
不
良
、
高
タ

ン
パ
ク
傾
向
と
な
り
ま
し
た
。

　

小
麦
に
関
し
て
は
、
秋
ま
き
小
麦
は
平
均

反
収
が
昨
年
よ
り
１
・
３
俵
少
な
い
７
・
０
俵

（
製
品
）、
春
ま
き
小
麦
は
昨
年
よ
り
１
・
７

俵
少
な
い
４
・
１
俵
と
な
り
ま
し
た
。

　

豆
類
は
、
契
約
大
豆
の
面
積
増
に
よ
り
、

生
産
量
で
も
増
。
小
豆
は
平
均
反
収
で
約
半

分
と
な
っ
た
も
の
の
高
値
で
推
移
。
て
ん
菜

に
つ
い
て
は
、
反
収
５
・
４
㌧
、
平
均
糖
度

17
・
１
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

青
果
物
で
は
、
主
要
品
目
の
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
が
大
き
く
減
収
。
ト
マ
ト
・
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
・
ほ
う
れ
ん
草
も
減
収
し
た
も
の
の
、

価
格
が
高
値
で
推
移
し
た
こ
と
も
あ
り
、
大

き
な
減
収
に
は
繋
が
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

畜
産
関
係
で
は
、
比
較
的
安
定
し
た
乳
量

の
確
保
に
よ
り
、
ほ
ぼ
計
画
に
近
い
水
準
と

な
り
ま
し
た
。
肉
豚
は
計
画
を
下
回
る
生
産

量
で
し
た
が
、
価
格
が
カ
バ
ー
し
計
画
比

96
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

天
候
不
順
、
震
災
と
自
然
の
猛
威
を
受
け

た
一
年
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
美
瑛
農
業
の

底
力
を
再
認
識
す
る
と
同
時
に
、
組
合
員
皆

様
の
ご
努
力
に
、
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

一
方
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
で
は
、
貿

易
協
定
の
早
期
発
効
を
め
ざ
し
て
お
り
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
11
が
年
末
に
発
効
、
ま
た
、
日
米
物
品

貿
易
協
定
（
Ｔ
Ａ
Ｇ
）
交
渉
の
開
始
と
、
米

国
政
府
が
我
が
国
の
農
林
水
産
品
に
つ
い
て
、

過
去
の
経
済
連
携
協
定
で
約
束
し
た
市
場
ア

ク
セ
ス
の
譲
許
内
容
が
最
大
限
で
あ
る
と
し

て
、
日
本
政
府
の
立
場
を
尊
重
す
る
こ
と
な

ど
が
合
意
さ
れ
、
依
然
と
し
て
そ
の
進
展
状

況
や
合
意
内
容
、
農
業
経
営
へ
の
影
響
な
ど

が
生
産
現
場
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
な
ど
、
将

来
へ
の
不
安
や
、
担
い
手
の
生
産
意
欲
の
減
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退
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

あ
ら
た
め
て
、
農
業
・
農
協
の
位
置
づ
け
、

さ
ら
に
は
役
割
の
重
要
性
に
つ
い
て
、「
国

民
生
活
全
体
に
大
き
く
影
響
す
る
交
渉
で
あ

る
」
と
い
う
こ
と
を
、
広
く
訴
え
、
理
解
を

喚
起
す
る
活
動
を
粘
り
強
く
展
開
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
は
、
３
年
前
の

第
28
回
大
会
で
決
議
さ
れ
た
「
北
海
道

５
５
０
万
人
と
共
に
創
る
『
力
強
い
農
業
』

と
『
豊
か
な
魅
力
あ
る
農
村
』
の
実
現
」
に

向
け
、
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
加

え
て
、
第
29
回
大
会
で
は
、
継
承
し
つ

つ
、「
協
同
組
合
の
価
値
と
実
践
」
を
加
え
、

「
農
業
所
得
20
％
増
大
」
や
「
サ
ポ
ー
タ
ー

５
５
０
万
人
づ
く
り
」
を
着
実
に
実
践
し
て

い
く
と
し
て
い
ま
す
。

　

農
協
改
革
、
規
制
改
革
の
加
速
化
が
求
め

ら
れ
て
い
る
状
況
の
中
で
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

北
海
道
は
、
国
民
理
解
へ
向
け
て
の
情
報
発

信
、
Ｊ
Ａ
の
経
営
基
盤
を
強
化
し
、
組
合
員

の
不
安
を
払
し
ょ
く
、
持
続
可
能
な
北
海
道

農
業
の
確
立
を
め
ざ
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
当
Ｊ
Ａ
の
平
成
31
年

度
の
事
業
計
画
で
は
、
地
域
農
業
振
興
計
画

（
第
10
次
中
期
５
カ
年
）
の
１
年
目
と
な
り
、

健
全
な
Ｊ
Ａ
基
盤
の
確
立
や
、
販
売
事
業
の

強
化
推
進
と
農
業
所
得
向
上
を
め
ざ
し
、
美

瑛
ブ
ラ
ン
ド
の
さ
ら
な
る
確
立
と
重
点
作
物

の
振
興
対
策
を
進
め
、
人
づ
く
り
で
は
継
続

し
て
担
い
手
の
育
成
と
女
性
の
活
躍
支
援
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
「
農
業
所
得
増
大
」
の
実
現
に
向
け
て
は
、

美
瑛
選
果
を
中
心
に
こ
れ
ま
で
作
り
上
げ

た
美
瑛
ブ
ラ
ン
ド
を
柱
に
、
収
益
性
の
高
い

Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
（
Ｊ
Ａ
対
企
業
）
で
の
販
売
拡
大
、

き
め
細
や
か
な
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｃ
（
Ｊ
Ａ
対
消
費
者
）

体
制
の
構
築
を
、
連
携
企
業
と
と
も
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
「
担
い
手
確
保
・
育
成
」
に
向
け
て
は
、

平
成
29
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
タ
ス
マ
ニ
ア
農

業
研
修
で
昨
年
11
月
か
ら
１
か
月
間
３
人
の

若
者
が
現
地
で
研
修
に
励
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
12
月
に
は
美
瑛
町
農
業
担
い

手
研
修
セ
ン
タ
ー
「
美
進
」
も
完
成
し
、
町

内
で
新
規
就
農
を
め
ざ
す
人
た
ち
が
実
践
的

な
研
修
を
受
け
る
環
境
が
整
い
ま
し
た
。

　

車
両
整
備
業
務
に
お
い
て
は
、
作
業
効
率

化
を
め
ざ
し
、
老
朽
化
し
た
オ
ー
ト
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
を
11
月
に
新
設
致
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
大
型
車
両
の
検
査
も
自
前
で

行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
組
合
員
各
位
の

利
便
性
が
向
上
す
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
美
瑛
町
農
協
の
創
立
70
周

年
で
あ
り
ま
し
た
。
新
た
な
時
代
の
構
築
に

向
け
、
農
家
組
合
員
と
地
域
住
民
の
拠
り
ど

こ
ろ
と
し
て
、
身
近
で
よ
り
信
頼
さ
れ
る
Ｊ

◆代表理事組合長	 熊谷　留夫

◆代表理事専務	 浦島　規生

◆常	務	理	事	 渡辺　和也
	（学識経験者）	

◆理事	 藤田　元弘
	（総務委員長・農家経済対策特別委員）

◆理事	 真田　佳則
	（業務委員長・農家経済対策特別委員）

◆理事	 米田　浩幸
	（総務副委員長・農家経済対策特別委員）

◆理事	 江花　秀一
	（業務副委員長・農家経済対策特別委員）

◆理事	 村上　聡和
	（農家経済対策特別委員長・総務委員）

◆理事	 吉井　鉄也
	（農家経済対策特別副委員長・業務委員）

◆理事	（総務委員）	 櫻井　盛明

◆理事	（総務委員）	 下司　和広

◆理事（業務委員）	 山田　　剛

◆理事（業務委員）	 青嶋　秀雄

◆理事（学識経験者 /信用担当）	中村　紀之

◆代表監事	 山本　英之

◆常勤監事	（員外監事）	 吉尾　　豊

◆監事　	 太田　　満

◆監事　	 福田　弘行

◆監事　	 谷口　　学

外職員一同

Ａ
を
め
ざ
し
て
参
り
ま
す
。

　

町
行
政
を
は
じ
め
、
各
関
係
機
関
・
組
合

員
各
位
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
切
に
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
の
干
支
は
己

亥
（
つ
ち
の
と
い
）
で
あ
り
、「
無
病
息
災
」

や
「
安
定
し
た
状
態
で
始
動
を
待
つ
準
備
期

間
」
の
意
味
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
こ
の
亥
年
に
あ
や
か
り
、
災
害
が

な
く
、
そ
し
て
組
合
員
の
苦
労
が
報
わ
れ
る

実
り
多
い
豊
穣
の
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、

併
せ
て
、
美
瑛
農
業
並
び
に
組
合
員
、
役
職

員
の
皆
様
の
一
層
の
発
展
を
心
よ
り
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
新
年
に
あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

謹んで新春の
お喜びを申し上げます
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平
成
30
年
は
、
美
瑛
農
協
創
立
70
周
年
で

あ
り
、
元
号
の
節
目
と
も
な
る
大
切
な
年
で

し
た
。
春
作
業
は
順
調
に
進
ん
だ
も
の
の
、

６
月
の
低
温
や
７
月
の
長
雨
、
８
月
の
猛
暑
、

９
月
の
地

震
・
停
電

と
、
自
然
の

厳
し
さ
を
改

め
て
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
厳
し
い
状
況
下
で
こ
そ
、
か
ね
て
か
ら

取
り
組
ん
で
き
た
美
瑛
米
や
美
瑛
牛
乳
を
は

じ
め
と
し
た
オ
ー
ル
美
瑛
の
付
加
価
値
づ
く

２
０
１
８
年
の
動
き

　

～
事
業
活
動
を
振
り
返
っ
て
～

り
が
活
き
て
き
ま
す
。
Ｈ
28
年
の
台
風
で
被
害

を
受
け
た
穀
類
乾
燥
調
製
施
設
復
旧
工
事
の
終

了
や
馬
鈴
薯
受
入
選
別
施
設
の
増
強
な
ど
、
農

産
物
の
受
入
体
制
が
整
い
ま
し
た
。
美
瑛
ブ
ラ

ン
ド
を
裏
付
け

る
、
し
っ
か
り

と
し
た
生
産
・

加
工
体
制
を
整

え
る
と
と
も
に
、
新
元
号
時
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル

社
会
に
向
け
た
土
台
と
な
る
、
平
成
最
期
の
収

穫
を
迎
え
た
Ｊ
Ａ
事
業
の
一
年
間
を
振
り
返
り

ま
す
。

～
厳
し
い
環
境
下
で
こ
そ
　
　
　

　
活
き
る
付
加
価
値
づ
く
り
～

トピックス

JAこの1年
TOPICS of year

1/9　新年交礼会 

1/23　
タスマニア研修報告会

2/7　
青年部定期総会

2/14　
麦作生産部会定期総会

3/6・7　
第 63 回地区懇談会

●
1
月

仕
事
始
め 

9
日

豊
穣･

安
全
祈
願
祭 

 

9
日

新
年
交
礼
会  

9
日

五
穀
豊
穣
祈
願
祭
・
新
春
懇
談
会 

12
日

美
瑛
養
豚
会
家
族
交
流
会 

12
日

ト
マ
ト
生
産
部
会
定
期
総
会 

16
日

豆
作
生
産
部
会
冬
季
研
修
会 

23
日

タ
ス
マ
ニ
ア
研
修
報
告
会 

23
日

年
金
友
の
会
湯
治 

25
日

営
農
技
術
研
修
会 

30
日

●
2
月 

Ｊ
Ａ
び
え
い
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会 

5
日

女
性
部
定
期
総
会 

6
日

青
年
部
定
期
総
会 

7
日

種
子
馬
鈴
薯
生
産
組
合
定
期
総
会 

　

7
日

豆
作
生
産
部
会
定
期
総
会 

8
日

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
セ
ス
会
定
期
総
会　

 

9
日

稲
作
生
産
部
会
定
期
総
会 

13
日

麦
作
生
産
部
会
定
期
総
会 

　

14
日

馬
鈴
薯
生
産
部
会
定
期
評
議
員
会 

15
日

ア
ス
パ
ラ
生
産
部
会
定
期
総
会  

　

19
日

長
葱
生
産
部
会
定
期
総
会 

　

21
日

美
瑛
町
農
業
機
械
協
議
会
定
期
総
会 

21
日

ニ
ン
ジ
ン
生
産
部
会
定
期
総
会 

22
日

大
根
生
産
部
会
定
期
総
会 

　

23
日

美
瑛
の
雪
上
絵
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

24
日

メ
ロ
ン
生
産
部
会
定
期
総
会 

　

28
日
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穀類乾燥調製施設
復旧工事完成修祓式

3/20　
農協創立 70 周年記念式典

4/5　第 67 回通常総代会

4/17　タスマニア南瓜試食会5/30　緞（どん）帳お披露目式

5/8　新農業人激励のつどい

6/1　獣魂祭
6/20　馬鈴薯生産部会フィールドディ

●
3
月

第
63
回
地
区
懇
談
会 

6
日
～
7
日

穀
類
乾
燥
調
製
施
設
復
旧
工
事
完
成
修
祓
式　

9
日

百
合
根
生
産
部
会
定
期
総
会 

9
日

青
年
部
・
Ｆ
ミ
セ
ス
会
合
同
リ
ー
ダ
ー
研
修
会 

13
日

酪
農
婦
人
部
定
期
総
会 

14
日

農
協
創
立
70
周
年
記
念
式
典 

20
日

新
農
業
人
研
修
修
了
証
書
授
与
式 

27
日

長
期
農
業
研
修
修
了
証
書
授
与
式 

27
日

●
4
月

朝
会
／
新
規
採
用
辞
令
交
付 

　

2
日

第
67
回
通
常
総
代
会 

　

5
日

年
金
友
の
会
総
会 

　

11
日

タ
ス
マ
ニ
ア
南
瓜
試
食
会 

17
日

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合
定
期
総
会 

30
日

乳
牛
検
定
組
合
定
期
総
会 

30
日

●
5
月

新
規
採
用
者
農
業
実
習　

 

　

7
～
11
日

新
農
業
人
激
励
の
つ
ど
い　

 

8
日

Ｊ
Ａ
び
え
い
食
品
㈱
設
立
総
会 

　

25
日

Ｊ
Ａ
び
え
い
販
売
㈱
株
主
総
会　

 

　

25
日

美
瑛
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
㈱
株
主
総
会 

25
日

緞
帳
お
披
露
目
式　

 

　

30
日

●
6
月

獣
魂
祭 

　

1
日

美
瑛
ヘ
ル
シ
ー
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
８ 

　

10
日

と
ま
と
生
産
部
会
消
流
懇
談
会 

　

19
日

馬
鈴
薯
生
産
部
会
フ
ィ
ー
ル
ド
デ
ィ 

　

20
日

報
徳
社
山
林
整
備 

　

23
日

6/23　報徳社山林整備
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7/7　ＪＡびえいチャリティライブ
7/9　穀類乾燥施設安全祈願祭

7/13　組織活動交流会

7/29　わくわく農感塾8/18　どかんと農業まつり 2018

9/13・19　水稲現地研修会

9/22　平成 30 年産米　初検査
10/13　酪育ミルクアカデミー

11/1　
ＪＡびえいオートサービスセンター竣工式

●
7
月

農
林
水
産
省
と
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
と
の
意
見
交
換
会 　

1
～
3
日

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
定
期
総
会 

5
～
7
日

市
場
産
地
懇
談
会 

5
日

Ｊ
Ａ
び
え
い
チ
ャ
リ
テ
ィ
ラ
イ
ブ 

　

7
日

穀
類
乾
燥
貯
蔵
施
設
安
全
祈
願 

　

9
日

麦
作
合
同
会
議 

　

12
日

国
際
農
機
展
視
察 

　

13
日

組
織
活
動
交
流
会 

　

13
日

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
受
入
式 

　

18
日

町
営
白
金
牧
場
定
期
総
会 

　

20
日

支
部
安
全
狩
猟
射
撃
大
会 

　

22
日

第
10
次
中
期
計
画
に
係
る
Ｊ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議　

23
日

美
瑛
神
社
例
大
祭
・
御
神
幸
式 

　

25
日

経
済
同
友
会
視
察 

　

25
日

わ
く
わ
く
農
感
塾 

　

29
日

●
8
月

ど
か
ん
と
農
業
ま
つ
り 

　

18
日

百
合
根
部
会
消
流
懇
談
会 

　
　

23
日

地
域
農
業
振
興
計
画
（
第
10
次
中
期
5
カ
年
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議 

　

27
日

●
9
月

上
川
生
産
連
農
業
会
館
竣
工
式
・
70
周
年
式
典 　

10
日

美
瑛
町
開
拓
記
念
式
典 

　

15
日

平
成
30
年
産
米
初
検
査 

　

22
日

第
13
回
Ｊ
Ａ
び
え
い
組
合
長
杯
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会　

25
日

第
11
回
Ｊ
Ａ
び
え
い
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会 　

29
日

●
10
月

か
み
か
わ
農
業
祭
り 

　

8
日

米
食
味
試
食
会 

　

11
日

青
い
池
観
光
道
路
・
駐
車
場
完
成
記
念
式　

12
日

酪
育
ミ
ル
ク
ア
カ
デ
ミ
ー 

　

13
日
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12/7　美瑛町農業担い手研修センター
         「美進」完成記念式

11/13　
ＪＡ北海道大会

11/1　産業懇談会
11/6　ＪＡ上川地区女性協議会
          中央ブロック研修会

11/15　
学校給食　美瑛米・食パン贈呈式11/16　青年部・フレッシュミセス会

            ミニバレー大会

11/19　
組合員宅一日一斉皆訪問

11/21・22　中学生テーブルマナー講習12/5　集落代表者研修会

酪
農
家
族
懇
談
会 

　

18
日

異
業
種
人
材
育
成
研
修
に
係
る
最
終
報
告
会　

20
日

●
11
月

オ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
竣
工
式 

　

1
日

産
業
懇
談
会 

　

1
日

Ｊ
Ａ
上
川
地
区
女
性
協
議
会
中
央
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会 

6
日

タ
ス
マ
ニ
ア
出
発
者
激
励
会 

　

16
日

第
23
回
東
京
美
瑛
会
総
会 

　

8
日

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会 

　

13
日

役
員
道
内
研
修 

　

13
～
14
日

青
年
部
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
セ
ス
会
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会 

16
日

学
校
給
食　

美
瑛
米
・
食
パ
ン
贈
呈
式 

15
日

タ
ス
マ
ニ
ア
州
政
府
来
組 

　

16
日

美
瑛
火
祭
30
周
年
記
念
式
典 

　

17
日

農
協
法
公
布
記
念
朝
会 

　
　
　

19
日

組
合
員
宅
一
日
一
斉
皆
訪
問 

　

19
日

中
学
生
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
講
習 

　

21
～
22
日

新
嘗
祭 

　

23
日

●
12
月

「
丘
の
ま
ち　

わ
い
わ
い
プ
ー
ル
」
オ
ー
プ
ン
記
念
式 

1
日

農
友
会
総
会 

　

4
日

集
落
代
表
者
研
修
会 

　

5
日

美
瑛
町
農
業
担
い
手
研
修
セ
ン
タ
ー

「
美
進
」
完
成
記
念
式 

　

7
日

報
徳
社
社
員
交
流
会 

　

14
日

麦
作
合
同
会
議 

　

17
日

美
瑛
町
へ
鏡
餅
謹
呈 

　

28
日

仕
事
納
め 

　
　
　
　
　

29
日



生
産
者
の
期
待
は
労
働
力
不
足
対
応

　

ロ
ボ
ッ
ト
技
術
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ(

情
報
通
信
技

術)

を
活
用
し
て
農
作
業
の
超
省
力
化
、
高

品
質
農
業
生
産
を
実
現
す
る
新
た
な
農
業

が
、
い
よ
い
よ
生
産
現
場
に
登
場
す
る
新
た

な
農
業
時
代
が
間
近
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ス
マ
ー
ト
農
業
が
求
め
ら
れ
る
背
景

は
、
農
業
現
場
で
の
担
い
手
の
高
齢
化
・
農

作
業
に
お
け
る
省
力
化
、
軽
量
化
・
新
規
就

農
者
へ
の
栽
培
技
術
力
の
継
承
・
異
業
種
で

の
農
業
分
野
で
の
活
躍
の
期
待
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
生
産
者
が
ス
マ
ー
ト
農
業

に
期
待
す
る
ト
ッ
プ
は
労
働
力
不
足
対
応
・

コ
ス
ト
低
減
が
圧
倒
的
で
こ
の
解
決
は
美
瑛

農
業
に
と
っ
て
も
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
当
Ｊ
Ａ
も
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
向

進
化
す
る
農
作
業
の
自
動
化

け
協
議
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
12

月
５
日
開
催
の
集
落
代
表
者
研
修
会
で
「
ス

マ
ー
ト
農
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
現
状

報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
研
修
会
報
告

や
道
、
国
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
シ
リ
ー
ズ

で
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

省
力
化
技
術
に
各
地
で
様
々
な

　
　
　
　
　
　
　
　

チ
ャ
レ
ン
ジ

　

担
い
手
の
減
少
や
高
齢
化
の
進
行
か
ら
地

域
農
業
の
弱
体
化
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
各

地
域
で
は
将
来
の
課
題
を
見
越
し
た
協
業
化

や
法
人
化
、
土
地
基
盤
整
備
や
農
地
の
集

積
、
省
力
化
技
術
の
例
で
は
水
稲
の
直
播
栽

培
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
始
ま

っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
ス

マ
ー
ト
農
業
は
力
強
く
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
、
技
術
を
地
域
の
営
農

シ
ス
テ
ム
に
組
み
込
ん
で
「
道
具
」
と
し
て

使
い
こ
な
す
こ
と
で
、
魅
力
あ
る
地
域
産
業

と
し
て
農
業
の
新
た
な
可
能
性
を
引
き
出
す

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。

国
も
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
に
法
整
備

　

政
府
は
11
月
27
日
の
農
林
水
産
業
・
地
域

の
活
力
創
造
本
部
で
農
林
水
産
業
・
地
域
の

活
力
創
造
プ
ラ
ン
を
改
訂
し
た
ス
マ
ー
ト
農

業
の
普
及
加
速
や
、
輸
出
力
の
強
化
、
農

地
中
間
管
理
機
構
の
５
年
後
運
用
見
直
し

な
ど
を
追
加
し
ま
し
た
。
改
訂
さ
れ
た
プ

ラ
ン
に
は
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
を
明
記
し

て
い
ま
す
。
ス
マ
ー
卜
農
業
と
は
ロ
ボ
ッ
ト

技
術
、
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
の
活
用
に
よ
り

超
省
力
・
高
品
質
生
産
を
可
能
に
す
る
農
業

で
、
自
動
運
転
シ
ス
テ
ム
と
高
精
度
Ｇ
Ｐ
Ｓ

で
省
力
化
、
無
人
化
に
よ
り
労
働
力
不
足
を

解
消
、
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
と
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

を
活
用
す
る
な
ど
の
精
密
農
業
で
収
量
と
品

質
を
向
上
。
口
ボ
ッ
ト
技
術
を
使
っ
た
重
労

働
や
危
険
作
業
か
ら
の
解
放
に
よ
る
労
働
環

境
の
改
善
―
な
ど
を
め
ざ
す
事
と
し
て
い
ま

す
。

　

技
術
開
発
は
進
ん
で
お
り
、
農
薬
散
布
用

ド
ロ
ー
ン
は
、
従
来
作
業
で
は
１
㌶
当
た
り

１
時
間
か
か
っ
て
い
た
も
の
の
、
10
分
で
散

布
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
り
、
自
動
運

転
田
植
え
機
は
熟
練
者
並
み
の
速
度
と
精
度

で
作
業
す
る
機
械
が
開
発
さ
れ
２
０
１
９
年

度
以
降
、
実
用
化
す
る
見
込
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。
Ａ
Ｉ
に
よ
る
画
像
認
識
で
収
穫
適
期

の
果
実
を
自
動
で
収
穫
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
も
大

手
メ
ー
カ
ー
な
ど
で
開
発
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
技
術
を
早
急
に
実
用
化
、

商
品
化
す
る
こ
と
を
政
府
は
め
ざ
し
、

「
２
０
２
５
年
ま
で
に
農
業
の
担
い
手
の
ほ

ぼ
す
べ
て
が
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
農
業
を
実

践
」
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
稲
作
経
営
で
は
現
在
の
単
収
や

労
働
時
間
か
新
技
術
に
よ
っ
て
ど
う
進
化
す

る
か
な
ど
を
示
し
、
ま
た
、
各
技
術
の
開

発
、
実
証
、
普
及
な
ど
を
ど
う
進
め
て
い
く

か
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
も
作
成
さ
れ
ま
す
。
農
業

用
ド
ロ
ー
ン
に
つ
い
て
は
規
制
の
見
直
し
を

行
い
、
ド
ロ
ー
ン
の
飛
行
農
地
周
辺
に
緩
衝

区
域
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
日
中
・
夜
間
に

関
わ
ら
ず
、
農
薬
や
種
子
、
肥
料
散
布
の
際

の
補
助
者
を
不
要
と
す
る
こ
と
の
検
討
に
加

え
、
林
地
な
ど
で
遮
ら
れ
た
農
地
へ
の
目
視

外
散
布
も
認
め
る
事
と
し
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
ド
ロ
ー
ン
で
散
布
可
能
な
農
薬
種

類
の
拡
大
、
農
薬
散
布
等
の
た
め
の
飛
行
許

可
、
承
認
に
関
す
る
取
り
扱
い
の
見
直
し
な

ど
も
行
わ
れ
ま
す
。
（
次
号
へ
続
く
）

ス
マ
ー
ト

　
農
業
を
考
え
る
①
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
つ
つ
が
な

く
新
し
い
年
を
お
迎
え
の
事
と
心
よ
り
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
、
農
業
改
良
普
及

事
業
の
推
進
に
当
た
り
ま
し
て
、
農
業
者
、

関
係
機
関
の
皆
様
か
ら
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
作
柄
に
つ
き
ま
し
て
は
、
水
稲
、

畑
作
物
、
園
芸
品
目
と
も
平
年
を
下
回
る
収

量
と
な
り
ま
し
た
。
上
川
地
方
の
水
稲
作
況

指
数
90
は
、
平
成
に
入
っ
て
か
ら
で
は
平

成
５
年
の
50
、
平
成
15
年
の
77
、
平
成
21
年

の
83
に
次
ぐ
、
４
番
目
の
低
い
結
果
と
な
り

ま
す
。
低
温
、
高
温
、
日
照
不
足
、
集
中
豪

雨
な
ど
厳
し
い
気
象
条
件
の
中
、
農
家
の

方
々
、
関
係
機
関
も
力
を
合
わ
せ
て
、
そ
の

影
響
を
最
小
限
に
抑
え
よ
う
と
取
り
組
ま
れ

ま
し
た
が
、
自
然
相
手
の
農
産
物
、
人
の

手
が
及
ば
ぬ
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま

す
。

　

昨
年
は
北
海
道
命
名
１
５
０
年
で
し
た

美瑛のブランド力発揮で
産地の発展を
  

上川農業改良普及センター大雪支所

  　　　　支所長　小　林　孝　夫

が
、
北
海
道
農
業
は
、
凶
作
を
糧
に
技
術
を

進
歩
さ
せ
て
き
ま
し
た
し
、
今
で
も
進
歩
を

続
け
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
美
瑛
町
に
お
け

る
平
成
20
年
代
と
10
年
代
の
収
量
を
比
較
し

て
み
ま
す
と
、
小
麦
で
17
％
、
水
稲
で
６
％

増
収
し
て
い
ま
す
。
人
の
手
が
及
ば
ぬ
と
こ

ろ
が
あ
る
こ
と
も
確
か
で
す
が
、
人
の
手
で

出
来
る
こ
と
も
ま
だ
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
変
化
の
激
し
い
社
会
の
中
で
、
農

業
を
取
り
巻
く
状
況
も
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化

し
て
い
ま
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
、
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
が

発
効
ま
た
は
発
効
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
農
業
分
野
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
流
れ
が

加
速
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
北
海

道
の
農
畜
産
物
に
対
す
る
影
響
は
、
道
の
試

算
に
よ
り
ま
す
と
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
で
２
９
３
～

４
７
０
億
円
、
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
が
１
９
８
～

２
９
９
億
円
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
の

国
内
産
地
間
競
争
か
ら
、
外
国
産
と
の
競
争

が
本
格
化
し
て
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
美
瑛
町

で
取
り
組
ま
れ
て
こ
ら
れ
た
、
安
心
・
安

全
、
高
品
質
、
ブ
ラ
ン
ド
力
、
国
際
感
覚
を

持
っ
た
担
い
手
の
育
成
な
ど
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
流
れ
の
中
で
、
大
き
な
力
に
な
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

進
化
論
を
唱
え
た
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
言
葉
に

「
強
い
者
が
生
き
残
る
の
で
は
な
い
。
賢
い

者
が
生
き
残
る
の
で
は
な
い
。
唯
一
生
き
残

る
の
は
、
変
化
す
る
者
だ
」
と
い
う
の
が
あ

り
ま
す
。
平
成
か
ら
新
た
な
元
号
に
改
元
さ

れ
る
今
年
は
、
農
業
の
国
際
化
に
向
け
て
の

大
き
な
節
目
の
年
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
農
家

の
皆
様
が
培
っ
て
き
た
高
度
な
管
理
技
術
を

土
台
に
、
農
家
と
Ｊ
Ａ
が
築
き
上
げ
て
き
た

「
組
織
力
」
・
お
互
い
の
「
信
頼
」
に
よ

り
、
次
世
代
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
が
重
要

と
な
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
び
え
い
地
域
の
農
業
は
、
水
稲
、
小

麦
や
馬
鈴
し
ょ
等
の
畑
作
物
、
ト
マ
ト
に
代

表
さ
れ
る
園
芸
品
目
、
そ
し
て
全
国
、
全
世

界
に
発
信
で
き
る
ブ
ラ
ン
ド
力
が
あ
り
ま

す
。

　

今
後
と
も
、
地
域
の
持
つ
力
を
大
い
に
発

揮
し
て
、
北
海
道
農
業
を
代
表
す
る
産
地
と

し
て
発
展
さ
れ
ま
す
こ
と
を
御
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。
普
及
セ
ン
タ
ー
に
お
き
ま
し
て

も
、
今
後
と
も
変
革
す
る
農
業
情
勢
を
的
確

に
捉
ま
え
て
、
農
家
の
皆
様
及
び
関
係
機
関

の
方
々
と
一
体
と
な
り
、
職
員
一
同
尽
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
と
な
り
ま
す
が
、
本
年
が
皆
様
に
と

っ
て
よ
り
よ
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
、
心

よ
り
御
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

本年もよろしく
お願い致します

支所長

　　　小　林　孝　夫
地域第一係長

　　　外　山　直　樹
地域第二係長

　　　辻　　　英　敏
専門主任

　　　遠　藤　成　典
専門主任

　　　吉　田　純　子
専門普及指導員

　　　堀　田　ひとみ
専門普及指導員

　　　工　藤　淑　郎
専門普及指導員

　　　細　川　篤　通
普及指導員

　　　中　野　寛　之
普及職員

　　　藤　本　　　周
（敬称略）

年頭のごあいさつ
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大雪地区
農業改良 普及センター大雪地区
農業改良 普及センター

EINOU     GUIDE

営農ガイド

し
た
苗
は
、
短
期
間
で
活
着
し
て
今
年
も
良
い

作
柄
に
な
る
こ
と
を
を
予
感
さ
せ
ま
し
た
。

  

し
か
し
、
期
待
と
は
裏
腹
で
６
月
８
日
か
ら

は
低
温
寡
照
と
な
り
、
生
育
は
停
滞
し
ま
し
た
。

　

特
に
５
月
末
に
移
植
し
た
苗
は
初
期
分
げ
つ

の
発
生
が
抑
制
さ
れ
幾
日
も
移
植
し
た
ま
ま
の

状
態
で
し
た
。

  

一
部
の
除
草
剤
を
施
用
し
た
ほ
場
で
は
、
低

温
と
除
草
剤
の
総
合
的
症
状
と
思
わ
れ
る
苗
の

黄
化
が
観
察
さ
れ
ま
し
た
。

  

中
苗
を
移
植
し
た
ほ
場
で
は
生
育
の
停
滞
が

大
き
い
状
況
に
な
り
ま
し
た
。

  　

７
月
に
入
っ
て
も
天
候
は
回
復
せ
ず
、
分
げ

つ
は
停
滞
し
て
、
平
年
と
大
き
く
差
が
つ
い
て

し
ま
い
、
茎
数
不
足
と
な
り
ま
し
た
。

  

特
に
３
日
・
４
日
に
は
豪
雨
が
あ
り
、

１
１
５
㎜
を
記
録
し
ま
し
た
。（
美
瑛
町
ア
メ

ダ
ス
値
）

  

３
半
旬
以
降
は
高
温
多
照
と
な
っ
て
生
育
回

復
の
兆
し
が
見
え
ま
し
た
。

  

特
に
出
穂
開
花
は
順
調
と
な
り
ま
し
た
。

　
　

稔
実
状
況
は
良
好    　
　

  

　

冷
害
危
険
期
の
低

温
遭
遇
に
よ
り
、
不

稔
多
発
が
心
配
さ
れ

ま
し
た
が
、
天
候
が

好
天
に
な
っ
た
た
め

に
、
問
題
は
生
じ
ま

せ
ん
で
し
た
。

  

花
粉
も
充
実
し
て
、

高
い
稔
実
状
況
と
な

り
ま
し
た
。

（図　７月下旬から８月上旬にかけての気温の経過）

  （図　大雪地区水稲茎数の推移）

平
成
30
年
の
水
稲
作
柄
を　
　

　
　
　
　
　
　
　

振
り
返
っ
て　

　

融
雪
は　
　
　
　

       　
　
　

    　
　

順
調
に
進
ん
だ　
　
　
　

　

３
月
下
旬
か
ら
日
照
及
び
気
温
も
良
好
に
経

過
し
た
の
で
、
融
雪
は
順
調
に
進
み
大
雪
地
区

（
美
瑛
町
・
東
川
町
・
東
神
楽
町
）
の
融
雪
期

は
４
月
１
日
と
な
り
ま
し
た
。
平
年
比
較
で
７

日
も
早
い
融
雪
期
で
し
た
。

  

種
子
の
予
措
作
業
及
び
育
苗
ハ
ウ
ス
の
準
備

等
は
、
ほ
ぼ
平
年
並
み
に
進
み
ま
し
た
。

  

成
苗
は
育
苗
日
数
を
30
日
以
内
に
納
め
る
た

め
に
意
図
的
に
作
業
を
遅
ら
せ
た
の
で
、
地
域

内
で
の
苗
質
は
、
若
く
な
り
ま
し
た
。

  

大
雪
地
区
の
中
で
は
美
瑛
町
は
、
作
業
の
進

み
が
早
い
方
で
、
平
年
並
み
か
ら
や
や
早
目
に

進
行
し
ま
し
た
。

  

本
田
の
耕
起
作
業
は
融
雪
が
早
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
乾
燥
が
進
み
、
耕
起
盛
期
は
４
月
30
日

と
な
り
、
平
年
よ
り
３
日
も
早
ま
り
ま
し
た
。

  

育
苗
期
間
中
は
気
温
が
高
温
多
照
に
経
過
し

た
た
め
に
、
カ
ビ
等
の
発
生
も
無
く
て
順
調
で

し
た
。

  

一
部
で
は
高
温
に
よ
る
ヤ
ケ
の
発
生
が
あ
り

ま
し
た
が
、
苗
が
使
え
な
い
程
の
影
響
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

移
植
作
業
は
管
内
ト
ッ
プ  　
　

     　
　
　

を
切
っ
て
始
ま
っ
た

  

美
瑛
町
内
で
の
移
植
作
業
は
大
雪
地
区
ト
ッ

プ
を
切
っ
て
５
月
９
日
に
始
ま
り
ま
し
た
。

  

５
月
中
旬
か
ら
６
月
一
半
旬
ま
で
は
高
温
多

照
で
良
好
に
経
過
し
ま
し
た
の
で
、
早
く
移
植
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畑

作

　

平
成
30
年
度
の
春
作
業
は
、
5
月
上
旬
の
降

雨
に
よ
る
一
時
停
滞
し
た
時
期
を
除
き
、は
種
・

植
付
作
業
は
比
較
的
順
調
で
し
た
。
し
か
し
、

土
壌
水
分
が
不
足
し
、
砕
土
が
や
や
粗
く
な
っ

た
春
ま
き
小
麦
や
豆
類
の
一
部
ほ
場
で
は
出
芽

ム
ラ
な
ど
の
影
響
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
６
月
上

旬
か
ら
の
低
温
・
曇
天
傾
向
は
、
作
物
全
体
に

遅
れ
る
気
象
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
7
月

は
中
旬
ま
で
に
３
０
０
㎜
を
超
え
る
大
雨
に
よ

り
、
湿
害
に
よ
る
影
響
が
多
く
の
作
物
で
見
ら

れ
ま
し
た
。

　

気
温
の
変
化
や
降
雨
の
影
響
に
よ
り
、
畑
作

全
体
に
収
量
低
下
の
年
次
と
な
り
ま
し
た
。
生

産
基
盤
の
土
壌
条
件
が
作
物
の
生
育
や
収
量
を

左
右
し
た
１
年
で
す
。
次
年
度
以
降
、
複
数
年

に
渡
る
改
善
も
含
め
て
冬
期
間
中
に
ご
検
討
お

願
い
し
ま
す
。

１　

秋
ま
き
小
麦
（
き
た
ほ
な
み
）

（
１
）
生
育
経
過(

表
１
、
表
２
、
図
１)

　

融
雪
期
が
平
年
よ
り
も
７
日
早
く
、
４
月
中

旬
か
ら
６
月
初
旬
ま
で
気
温
が
高
く
好
天
に
も

恵
ま
れ
、
起
生
期
、
幼
形
期
、
止
葉
期
、
出
穂

期
は
３
～
４
日
早
く
な
り
ま
し
た
。

　

一
転
、
６
月
８
日
か
ら
、
低
温
に
経
過
し
、

降
雨
の
影
響
も
あ
り
、
開
花
期
は
バ
ラ
ツ
キ
が

見
ら
れ
、
乳
熟
期
は
平
年
並
と
な
り
ま
し
た
。

　

７
月
中
旬
に
か
け
て
の
大
雨
、
日
照
不
足
等

は  

登
熟
後
半
の
子
実
の
充
実
に
影
響
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
７
月
17
日
以
降
、
高
温
条
件
が
続
き

ま
し
た
が
、
成
熟
期
は
２
日
遅
れ
と
な
り
ま
し

た
。

　

生
育
が
早
め
に
経
過
し
た
た
め
、
草
丈
・
稈

長
は
平
年
よ
り
高
く
推
移
し
ま
し
た
。
雪
腐
病

の
被
害
を
回
避
で
き
た
ほ
場
も
多
く
、
茎
数
・

穂
数
は
平
年
よ
り
や
や
多
く
確
保
で
き
ま
し
た

（
図
1
）。

　

登
熟
後
半
は
低
温
寡
照　
　
　
　

　
      　

　

再
び
生
育
停
滞　

 　

出
穂
開
花
の
期
間
は
良
好
に
経
過
し
た
た
め
、

今
後
の
経
過
次
第
で
は
作
柄
が
、
回
復
期
待
の

持
て
る
状
況
と
な
り
ま
し
た
が
、
盆
を
過
ぎ
る

と
再
び
低
温
寡
照
と
な
っ
て
生
育
は
停
滞
し
、

登
熟
は
緩
慢
と
な
り
ま
し
た
。

  

成
熟
期
は
９
月
16
日
と
な
り
、
平
年
比
較
で

４
日
遅
れ
と
な
り
ま
し
た
。

  

中
苗
移
植
の
ほ
場
及
び
移
植
の
遅
か
っ
た
ほ

場
は
更
に
登
熟
が
遅
れ
ま
し
た
。

　

収
穫
始
は
９
月
17
日
で
、
平
年
比
較
３
日
遅

く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
登
熟
も
遅
れ
て
い
た

の
で
作
業
は
進
ま
ず
、
収
穫
作
業
終
了
は
10
月

７
日
と
平
年
よ
り
も
７
日
も
遅
く
な
り
ま
し
た
。

　
　

農
政
事
務
所
公
表
の　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

作
柄
は
不
良　

　

農
政
事
務
所
か
ら
の
、
今
年
の
水
稲
作
柄

（
12
月
10
日
公
表
）
は
北
海
道
の
作
況
指
数
90

の
不
良
・
上
川
管
内
も
90
で
同
じ
く
不
良
と
な

り
、
15
ぶ
り
の
不
良
と
な
り
ま
し
た
。

  

収
量
が
平
年
を
下
回
っ
た
の
は
、
初
期
か
ら

の
低
温
で
茎
数
確
保
が
出
来
な
か
っ
た
た
め
で
、

玄
米
タ
ン
パ
ク
含
量
も
高
く
な
り
ま
し
た
。　

  

し
か
し
、
７
月
下
旬
か
ら
８
月
に
か
け
て
の

高
温
多
照
が
無
け
れ
ば
大
冷
害
の
様
相
で
し
た
。

悪
い
な
が
ら
も
一
部
は
救
わ
れ
ま
し
た
。

　

い
も
ち
病
の
発
生
は
確
認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
適
正
防
除
で
ド
ロ
オ
イ
ム
シ
・
カ
メ
ム
シ

の
加
害
被
害
は
無
く
、
一
部
災
害
被
害
で
豪
雨

に
よ
る
冠
水
・
浸
水
が
あ
り
ま
し
た
。
台
風
等

強
風
に
よ
る
倒
伏
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

表 1　美瑛町における根雪始・融雪期の平年差

項目 根雪始 融雪期 根雪期間

Ｈ 30 11 月 18 日 4 月 2 日 135

平年 11 月 25 日 4 月 9 日 135

平年差 7 日早 7 日早 1 日短

表 2　秋まき小麦（きたほなみ）の生育期節・収穫作業

項目

生育期節 農作業期

起生期 幼穂形成期 止葉期 出穂期 乳熟期 成熟期 収穫始 収穫期 収穫終

Ｈ30 4月17日 5月7日 5月27日 6月4日 7月1日 7月23日 7月25日 7月28日 8月2日

平年 4月20日 5月10日 5月31日 6月8日 7月1日 7月21日 7月24日 7月27日 8月2日

遅速 3日早 3日早 4日早 4日早 ±0 2日遅 1日遅 1日遅 ±0
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（
２
）
病
害
虫
の
発
生
状
況

　

町
内
で
初
め
て
「
な
ま
ぐ
さ
黒
穂
病
」
が
発

生
し
ま
し
た
が
、
他
地
区
で
の
拡
大
は
確
認
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

出
穂
以
降
の
曇
天
に
よ
り
多
く
の
ほ
場
で

「
赤
か
び
病
」
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
止

葉
を
含
め
、
長
楕
円
形
～
不
整
形
の
斑
紋
症
状

と
な
る
「
ふ
枯
病
」
と
見
ら
れ
る
病
害
が
散
見

さ
れ
ま
し
た
。

　

う
ど
ん
こ
病
は
止
葉
期
頃
の
５
月
下
旬
か
ら

「
き
た
ほ
な
み
」「
ゆ
め
ち
か
ら
」
の
両
品
種
に

初
発
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
が
、
防
除
も
実
施
さ

れ
、
上
位
葉
へ
の
影
響
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。

（
３
）
作
況
ほ
に
お
け
る
収
量
構
成
要
素(

表

３)

　

穂
数
は
平
年
よ
り
や
や
多
い
も
の
の
、
１
穂

粒
数
が
少
な
く
、
千
粒
重
は
平
年
を
若
干
下

回
っ
た
こ
と
か
ら
、
歩
留
も
低
下
し
、
収
量
は

平
年
を
下
回
り
ま
し
た
。

（
４
）
作
柄
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
要
因

　

小
麦
の
登
熟
に
は
、
気
温
が
低
め
で
日

照
の
多
い
条
件
が
望
ま
し
く
、
登
熟
期
間

が
長
い
ほ
ど
千
粒
重(

粒
大)

が
大
き
く

な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
７
月

1
～
15
日
ま
で
の
大
雨(

３
１
２
㎜
：
平

年
の
７
１
２
％)

と
と
も
に
日
照
不
足
（
平

年
比
45
％
）（
表
４)

、
さ
ら
に
７
月
後
半

の
高
温
少
雨
（
25
℃
を
超
え
る
日
が
22
日

間
続
い
た
）
は
、
子
実
の
充
実
に
影
響
し

ま
し
た
。
1
穂
粒
数
の
減
少
と
粒
大
の
低

下
に
よ
り
収
量
低
下
の
大
き
な
要
因
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
収
量
の
低
下
は
、
蛋

白
含
量
の
増
加
に
も
結
び
つ
く
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

（
５
）
平
成
31
年
産
秋
ま
き
小
麦
の
生
育
状
況

　

ば
れ
い
し
ょ
な
ど
前
作
物
の
収
穫
が
順
調

だ
っ
た
こ
と
、
９
月
の
降
水
量
が
29
㎜
と
少

雨
（
平
年
の
24
％
）
だ
っ
た
こ
と  

も
あ
り
、

こ
れ
ま
で
に
無
い
ほ
ど
、
は
種
作
業
は
順
調
で
、

平
年
よ
り
７
日
早
く
な
り
ま
し
た
（
表
５
）。

  

11
月
１
日
ま
で
の
草
丈
・
葉
数
は
、
平
年
よ

り
10
日
以
上
進
ん
で
い
ま
す
。

　

特
に
、
茎
数
は
11
月
1
日
現
在
の
平
年
茎
数

４
３
８
本
／
㎡
に
対
し
て
、
９
５
４
本
／
㎡
と

２
・
18
倍
の
茎
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

11
／
9
の
調
査
で
は
、
１
、３
０
０
本
と
さ
ら

に
増
加
し
て
い
ま
す
（
図
３
）。

　

月
平
均
気
温
を
平
年
と
比
較
す
る
と
、
９
月

は
0.4
℃
、
10
月
は
1.1
℃
、
11
月
1
～
15
日
ま
で

は
4.2
℃
高
く
推
移
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
と
こ

ろ
、
い
ず
れ
の
ほ
場
も
過
繁
茂
状
態
と
な
っ
て

い
ま
す
。
次
年
度
は
、
融
雪
後
に
越
冬
前
の
茎

数
を
維
持
す
る
と
、
肥
培
管
理
等
に
充
分
注
意

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

は
種
時
期
に
応
じ
た
は
種
量
の
適
正
化
を
改

め
て
、
検
討
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

表 3　秋まき小麦（きたほなみ）の収量構成要素（美瑛町作況）

項目
㎡当り １穂粒数 千粒重 子実重 歩留※ 蛋白

含有率
（％）穂数（本） (粒/穂) (g) (kg/10a) （％）

本年 640 26.6 40.5 612 89 13.2 

平年 586 31.5 41.5 692 91 12.4 

平年比 (%) 109 85 98 88 98 106

※１穂粒数・千粒重は 2.3mm 綱上

表 4　４～８月の平均気温・日照時間・降水量の平年対比（℃・％） 

旬別 4/上 4/中 4/下 5/上 5/中 5/下 6/上 6/中 6/下 7/上 7/中 7/下 8/上 8/中 8/下

平均
気温

（℃）
0.5 1.6 2.8 -0.9 1.8 1.6 1.7 -3.3 0.2 -1.4 1.8 3.3 -1.2 -2.5 -0.3

日照
時間

（％）
71％ 127％ 150％ 60％ 95％ 132％ 119％ 69％ 39％ 28％ 99％ 166％ 155％ 34％ 40％

降水量
（％）

27％ 123％ 0％ 152％ 73％ 57％ 151％ 412％ 123％ 874％ 231％ 1％ 147％ 268％ 139％

表 5　31 年産秋まき小麦のは種・出芽期

は種始 は種期 は種終 出芽期

Ｈ31

年産
9月5日 9月12日 9月21日 9月23日

平年 9月13日 9月20日 9月28日 9月30日

遅速 早8日 早8日 早7日 早7日

※は種作業は、きたほなみ・ゆめちから。出芽期はきたほなみ対象。



13

第1140号　平成31年1月1日号　毎月1日発行
ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地
昭和45年３月５日 （第３種郵便物認可）

２　

春
ま
き
小
麦
（
春
よ
恋
）

（
１
）
生
育
経
過

　

融
雪
期
が
早
ま
り
、
そ
の
後
、
少
雨
に
経
過

し
た
た
め
、
は
種
作
業
は
順
調
で
、
４
月
末
に

７
日
早
く
は 
種
終
と
な
り
ま
し
た
。
５
月
初

旬
に
降
雨
が
あ
り
出
芽
期
は
、
平
年
よ
り
３
日

早
ま
り
ま
し
た
が
、
は
種
時
の
土
壌
水
分
の
不

足
や
砕
土
が
粗
い
ほ
場
で
は
、
出
芽
ム
ラ
の
見

ら
れ
た
ほ
場
も
散
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
芽
後
は
、
６
月
初
旬
ま
で
の
好
天
も
あ
り
、

順
調
で
し
た
が
、
６
月
８
日
か
ら
の
低
温
に
よ

り
生
育
は
緩
慢
と
な
り
、
止
葉
期
は
平
年
よ
り

２
日
早
、
出
穂
期
は
１
日
早
と
な
り
ま
し
た
。

７
月
の
大
雨
・
日
照
不
足
に
よ
り
乳
熟
期
は
２

日
遅
く
な
り
ま
し
た
が
、
７
月
下
旬
か
ら
の
高

温
少
雨
に
よ
り
、
成
熟
期
は
平
年
並
で
し
た
。

収
穫
は
、
８
月
４
日
か
ら
始
ま
り
、
収
穫
期
は

８
月
６
日
と
２
日
早
ま
り
ま
し
た
が
、
８
月
９

日
か
ら
降
雨
が
続
き
、
一
部
ほ
場
で
は
収
穫
が

遅
れ
ま
し
た
。

　

は
種
作
業
が
平
年
よ
り
早
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

草
丈
・
茎
数
と
も
に
平
年
を
上
回
る
傾
向
で
し

た
が
、穂
数
は
５
５
７
本
／
㎡
（
平
年
比
94
％
）

と
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

（
２
）
病
害
虫
の
発
生
状
況

　

う
ど
ん
こ
病
の
発
生
は
、
６
月
上
旬
頃
よ
り

発
生
が
目
立
っ
て
き
ま
し
た
。
赤
か
び
病
は
、

出
穂
以
降
の
曇
雨
天
も
あ
り
、
秋
ま
き
小
麦
と

同
様
、
多
く
の
ほ
場
で
発
生
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

表 6　春まき小麦の生育期節・農作業期 

項目
農作業期 生育期節 農作業期

は種始 は種期 は種終 出芽期 止葉期 出穂期 乳熟期 成熟期 収穫始 収穫期 収穫終

Ｈ30 4月20日 4月22日 4月25日 5月4日 6月10日 6月21日 7月15日 8月4日 8月4日 8月6日 8月12日

平年 4月21日 4月26日 5月2日 5月7日 6月12日 6月22日 7月13日 8月4日 8月5日 8月8日 8月12日

遅速 1日早 4日早 7日早 3日早 2日早 1日早 2日遅 ±0 1日遅 2日早 ±0

表 7　春まき小麦の収量構成要素（美瑛町作況）

項目
登熟期間※ ㎡当り １穂粒数※ 千粒重※ 子実重 歩留 歩留

（日間） 穂数（本） ( 粒 / 穂 ) (g) (kg/10a) （％） （％）

Ｈ 30 44 557 16.1 40.2 349 93 14.6

平年 43 591 22.5 40.3 464 86 13.8

平年比 (%) 102 94 71 100 75 107 106

※登熟期間は出穂期から成熟期までの期間
※１穂粒数・千粒重は 2.3mm の網上より

（
３
）
作
況
ほ
に
お
け
る
収
量
構
成
要
素(

表

７)

　

穂
数
が
少
な
く
、
６
月
以
降
の
低
温
・
大

雨
・
日
照
不
足
は
、
一
穂
粒
数
の
減
少(

平
年

比
71
％)

に
よ
り
、
子
実
重
は
平
年
の
75
％
と

大
き
く
低
下
し
ま
し
た
。
収
量
の
低
下
も
あ
り

蛋
白
含
有
率
は
14
・
６
％
（
パ
ン
・
中
華
め
ん

用
基
準
11
・
５
～
14
・
０
％
、
許
容
値
10
・
０

～
15
・
5
％
）
と
基
準
値
を
上
回
り
ま
し
た
。

（
４
）
作
柄
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
要
因

　

秋
ま
き
小
麦
同
様
、
小
麦
の
登
熟
に
は
、
気

温
が
低
め
で
日
照
の
多
い
条
件
が
望
ま
し
く
、

登
熟
期
間
が
長
い
ほ
ど
千
粒
重(

粒
大)

が
大

き
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
７

月
1
～
15
日
ま
で
の
大
雨(

３
１
２
㎜
：
平
年

の
７
１
２
％)

と
と
も
に
日
照
不
足
（
平
年
比

45
％
）
は
、
1
穂
粒
数
の
減
少
に
大
き
く
影
響

し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
千
粒
重
は
平
年
並

に
確
保
で
き
ま
し
た
が
、
穂
数
の
減
少
、
1
穂

粒
数
の
低
下
に
よ
り
収
量
は
平
年
を
大
き
く
下

回
り
ま
し
た
。
ま
た
、
収
量
の
低
下
は
、
蛋
白

含
量
率
の
増
加
に
も
結
び
つ
く
結
果
と
な
り
ま

し
た
。
収
穫
後
半
に
降
雨
・
気
温
の
低
下
に
よ

り
、
一
部
ほ
場
で
は
穂
発
芽
粒
や
低
ア
ミ
ロ
小

麦
が
発
生
し
、
品
質
低
下
を
招
き
ま
し
た
。
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３　

小
豆
（
し
ゅ
ま
り
）

（
１
）
生
育
の
経
過(

表
８
、
表
９
、
表
10)

   
小
豆
の
は
種
作
業
は
、
少
雨
傾
向
だ
っ
た
た

め
、
平
年
よ
り
３
日
早
く
は
種
期
と
な
り
、
概

ね
５
月
末
に
は
は
種
終
と
な
り
ま
し
た
。

   

小
豆
は
、
水
稲
と
同
様
、
積
算
気
温
に
よ
っ

て
生
育
が
左
右
さ
れ
ま
す
。
出
芽
直
後
か
ら
、

低
温
に
経
過
し
、
生
育
は
遅
れ
て
推
移
し
ま
し

た
（
表
８
、９
）。
６
月
及
び
７
月
の
大
雨
は
、

中
耕
な
ど
の
管
理
作
業
が
で
き
ず
、
緩
傾
斜
の

ほ
場
で
も
畦
が
決
壊
し
、
畦
間
の
土
壌
流
出
な

ど
に
よ
る
影
響
が
多
く
の
ほ
場
で
見
ら
れ
ま
し

た
。

　

小
豆
は
豆
類
の
中
で
も
初
期
生
育
が
遅
い
た

め
、
生
育
に
対
す
る
影
響
が
大
き
く
見
ら
れ
ま

し
た
。
７
月
15
日
現
在
の
調
査
で
７
日
遅
れ
て

い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
高
温
で
経
過
し
た
こ

と
か
ら
、
開
花
期
は
、
２
日
の
遅
れ
ま
で
回
復

し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
草
丈
は
平
年
よ
り

短
く
、
生
育
量
は
平
年
よ
り
著
し
く
劣
り
ま
し

た
。

　

成
熟
期
は
平
年
の
８
日
遅
れ
と
な
り
ま
し
た
。

開
花
が
長
期
間
だ
っ
た
こ
と
、
９
月
の
気
温
が

高
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
例
年
、
９
月
下
旬
か
ら

収
穫
始
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
落
葉
が
進
ま

な
か
っ
た
こ
と
、
若
い
莢
の
成
熟
を
待
っ
た
こ

と
な
ど
か
ら
、
収
穫
の
ピ
ー
ク
は
平
年
か
ら
10

日
遅
れ
と
な
り
ま
し
た
。

　

収
穫
は
、
草
丈
が
短
く
、
ロ
ス
を
最
小
限
に

な
る
よ
う
調
整
す
る
な
ど
苦
労
し
た
作
業
と
な

り
ま
し
た
。
粒
大(

百
粒
重)

は
平
年
よ
り
大

き
く
な
り
ま
し
た
が
、
着
莢
数
は
平
年
の
45
％

と
著
し
く
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

（
２
）
作
柄
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
要
因

   

一
つ
目
の
要
因
と
し
て
、
６
月
の
低
温
条
件

か
ら
初
期
生
育
が
遅
れ
た
こ
と
、
二
つ
目
に
生

育
初
期
か
ら
の
大
雨
は
、
根
張
り
へ
の
影
響
が

大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
草
丈
が
伸
び

ず
、
生
育
量
が
著
し
く
劣
っ
た
こ
と
で
す
。
豆

類
は
、
生
育
量
に
応
じ
て
体
力
に
見
合
わ
な
い

花
・
莢
は
落
下
さ
せ
る
と
い
い
ま
す
。
７
月
下

旬
か
ら
の
高
温
は
、
そ
れ
ま
で
の
遅
れ
を
回
復

基
調
と
し
ま
し
た
が
、
生
育
量
が
劣
り
、
着
莢

数
の
著
し
い
減
少
と
１
莢
内
粒
数
の
減
少
を
招

き
、
大
き
く
収
量
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

表 8　小豆の生育期節・農作業期   

項目
農作業期 生育期節 農作業期 生育期間

は種始 は種期 は種終 出芽期 開花期 成熟期 収穫始 収穫期 収穫期 出芽期～開花期 開花期～成熟期

Ｈ30年 5月20日 5月22日 5月27日 6月6日 7月28日 9月18日 9月30日 10月15日 10月22日 52 52

平年 5月19日 5月25日 6月4日 6月9日 7月26日 9月10日 9月19日 10月5日 10月22日 47 46

遅速 遅１日 早3日 早8日 早3日 遅2日 遅8日 遅11日 遅10日 ±０ 5日長 6日長

表 9　作況調査の遅速日数の推移   

作況日 6月15日 7月1日 7月15日 8月1日 8月15日 9月1日 9月15日 10月1日

遅速日数 ±０ 4日遅 7日遅 2日遅 5日遅 6日遅 7日遅 8日遅

表 10　小豆の収量構成要素    

項目 ㎡当莢数
（個）

一莢内粒数
（粒 / 莢）

百粒重
（ｇ）

収量 
(kg/10a)

Ｈ30年 184 5.1 13.7 153

平年 411 6.2 11.6 270

平年比 (%) 45 82 118 57 
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４　

ば
れ
い
し
ょ
（
男
爵
薯
）

（
１
）
生
育
の
経
過
と
病
害
の
発
生
状
況

   
融
雪
期
が
、
平
年
よ
り
７
日
早
く
、
そ
の
後
、

少
雨
に
経
過
し
た
こ
と
も
あ
り
、
植
付
作
業
は

平
年
よ
り
13
日
早
く
始
ま
り
、
７
日
早
く
植
付

終(

90
％
終
了)
と
な
り
ま
し
た
。
５
月
は
気

温
が
高
く
経
過
し
、
萌
芽
期
も
９
日
早
く
な
り

ま
し
た
。
６
月
８
日
か
ら
低
温
・
多
雨
に
経
過

し
、
着
蕾
期
は
３
日
早
く
、
開
花
期
は
平
年
並

と
な
り
ま
し
た
。

　

７
月
下
旬
か
ら
８
月
に
か
け
て
の
高
温
少
雨

に
よ
り
、
男
爵
薯
で
は
、
茎
葉
の
萎
れ
が
目
立

ち
始
め
、
茎
葉
黄
変
期
は
平
年
並
と
な
り
ま
し

た
。

   

収
穫
始
は
平
年
よ
り
４
日
早
く
、
９
月
に
入

る
と
降
水
量
が
少
な
く
経
過
し
た
こ
と
も
あ
り
、

順
調
に
作
業
が
進
め
ら
れ
、
収
穫
終(

90
％)

は
、
12
日
早
ま
り
ま
し
た
。

表 11　植付・収穫作業（全品種対象）と生育期節（男爵薯～美瑛町作況）

農　作　業　期 生　育　期　節 農　作　業　期

植付始 植付期 植付終 萌芽期 着蕾期 開花期 終花期 茎葉黄変期 収穫始 収穫期 収穫終

30年 4月24日 5月2日 5月15日 5月26日 6月13日 7月1日 7月15日 8月10日 8月24日 9月13日 9月30日

平年 5月7日 5月15日 5月22日 6月4日 6月18日 7月1日 7月16日 8月10日 8月28日 9月18日 10月12日

遅速 早13日 早13日 早7日 早9日 早5日 ±0 早5日 ±0 早4日 早5日 早12日

表 12　収量構成要素（美瑛町作況ほ～男爵薯）

茎数 株当上いも数 上いも 1 個重 上いも収量 規格内収量 規格内率

( 本 / 株 ) ( 個 / 株 ) ( ｇ / 個 ) (㎏ /10a) (㎏ /10a) (％ )

本年 3.8 11.1 79 4,223 3,794 90

平年 3.9 9.2 89 4,045 3,822 95

平年比
（％） 97 121 88 104 99 95

  

６
月
中
旬
以
降
の
低
温
多
雨
条
件
は
、
疫
病

の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
疫
病
予
測
シ

ス
テ
ム
の
活
用
に
よ
り
効
果
的
な
薬
剤
散
布
も

行
わ
れ
、
７
月
中
旬
以
降
の
高
温
少
雨
は
病
害

の
発
生
が
抑
制
さ
れ
る
好
適
な
条
件
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
軟
腐
病
も
多
湿
な
気
象
条
件
で
し
た

が
、
例
年
よ
り
少
な
い
発
生
で
し
た
。

（
２
）
作
況
ほ
に
お
け
る
収
量
構
成
要
素(

表

７)
  

茎
数
は
、
ほ
ぼ
平
年
並
で
、
株
当
た
り
い
も

数
が
多
く
（
平
年
の
１
２
１
％
）、
平
均
1
個

重
が
軽
く
な
り
ま
し
た
（
平
年
の
88
％
）。

　

収
量
は
、
少
区
画
で
の
調
査
結
果
の
た
め
高

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
上
い
も
収
量
の
平
年
比

よ
り
規
格
内
収
量(

40
ｇ
以
上)

は
低
下
し
ま

し
た
。

（
３
）
作
柄
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
要
因

  

６
月
中
旬
の
塊
茎
形
成
時
期
と
な
る
着
蕾
期

前
後
に
、
土
壌
水
分
が
多
い
条
件
だ
っ
た
た
め
、

株
当
た
り
い
も
数
の
増
加
に
な
り
ま
し
た
が
、

７
月
下
旬
の
高
温
少
雨
は
、
塊
茎
肥
大
を
抑
制

し
、
全
体
的
に
小
玉
傾
向
と
な
り
収
量
が
伸
び

な
か
っ
た
要
因
で
も
あ
り
ま
す
。

５　

て
ん
さ
い

（
１
）
生
育
経
過

   

は
種
作
業
は
、
概
ね
平
年
並
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
４
月
中
旬
以
降
、
少
雨
に
経
過
し
た
た
め
、

移
植
作
業
は
平
年
よ
り
１
週
間
程
度
早
ま
り
ま

し
た
。
初
期
生
育
は
概
ね
良
好
で
し
た
が
、
６

月
中
旬
ま
で
の
多
雨
（
６
月
前
半
平
年
の
3.5

倍
）
と
7
月
前
半
の
大
雨
（
平
年
の
7.1
倍
）
は
、

湿
害
発
生
の
要
因
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
７

月
下
旬
か
ら
の
高
温
・
少
雨
傾
向
は
、
黄
化
症

状
を
伴
い
、
根
部
肥
大
が
停
滞
し
た
時
期
で
も

あ
り
ま
し
た
。
８
月
の
降
雨
で
黄
化
症
状
は
新

葉
の
展
開
も
あ
り
、
回
復
傾
向
に
あ
り
ま
し
た

が
、
９
月
の
少
雨
で
黄
化
症
状
の
発
生
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
根
部
の
肥
大

は
、
少
雨
傾
向
の
時
期
は
停
滞
し
、
降
雨
に
よ

り
回
復
す
る
な
ど
を
繰
り
返
し
な
が
ら
の
生
育

と
な
り
ま
し
た
。

　

収
穫
作
業
は
、
他
作
物
の
収
穫
作
業
が
９
月

の
好
天
で
順
調
に
経
過
し
た
た
め
、
平
年
よ
り

３
日
早
く
始
ま
り
、８
日
早
く
収
穫
終(

90
％)

と
な
り
ま
し
た
。

（
２
）
病
害
虫
の
発
生
状
況

   

病
害
虫
は
褐
斑
病
の
発
生
が
少
な
く
、
６
～

７
月
の
多
雨
に
よ
り
根
腐
病
・
黒
根
病
の
多
発

も
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
少
発
生
で
、
ヨ
ト
ウ
ム

シ
の
被
害
も
少
な
い
傾
向
で
し
た
。
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（
３
）
作
柄
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
要
因

   

本
年
の
６
～
７
月
の
大
雨
と
７
月
下
旬
か
ら

の
高
温
少
雨
以
降
、
黄
化
症
状
が
見
ら
れ
る
ほ

場
が
多
く
な
り
、
茎
葉
の
生
育
量
が
劣
っ
た
ほ

場
で
は
根
部
肥
大
へ
の
影
響
が
大
き
く
見
ら
れ

ま
し
た
。
直
播
栽
培
で
は
顕
著
に
見
ら
れ
、
移

表 13　てん菜農作業期 

農作業期
出芽期

農作業期 農作業期 農作業期

は種始 は種期 は種終 移植始 移植期 移植終 収穫始 収穫期 収穫終

本年 3月10日 3月15日 3月21日 4月26日 4月30日 5月13日 10月9日 10月16日 10月22日

平年 3月12日 3月16日 3月23日 5月3日 5月8日 5月17日 10月12日 10月22日 10月30日

遅速 早2日 早1日 早2日 早7日 早8日 早4日 早3日 早6日 早8日

表 14　てんさいの収量・糖分・糖量の実績

年次 根重 
（kg/10a)

根中糖分 
（％）

糖量 
（kg/10a)

Ｈ 30 5,421 17.06% 925

平年 6,646 16.24% 1,080

平年比 82 105 86

※日甜調

   

果
菜
類

１　

ト
マ
ト

①
促
成
・
半
促
成
作
型

　

４
月
中
旬
か
ら
６
月
上
旬
ま
で
の
好
天
に
よ

り
着
果
・
肥
大
は
順
調
で
、
共
選
は
平
年
よ
り

早
い
５
月
15
日
の
開
始
と
な
り
ま
し
た
。
４
月

中
旬
か
ら
気
温
が
高
く
推
移
し
た
こ
と
で
果
実

の
肥
大
が
急
速
に
進
み
ま
し
た
。
４
月
下
旬
は

少
雨
と
な
り
、
定
植
後
に
か
ん
水
を
控
え
た
ほ

場
で
は
、
土
壌
水
分
が
不
足
し
、
５
月
上
旬
以

降
で
尻
腐
れ
果
が
低
段
位
に
見
ら
れ
ま
し
た
。

６
月
中
旬
か
ら
７
月
上
旬
に
か
け
て
、
日
照
不

足
や
低
温
に
よ
る
生
育
の
停
滞
及
び
７
月
３
日

の
大
雨
に
よ
り
湿
度
の
上
昇
で
灰
色
か
び
病
の

発
生
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
７
月
中
旬
か
ら
８
月

上
旬
ま
で
は
30
℃
を
超
え
る
日
が
続
き
、
一
部

で
花
落
ち
に
よ
る
着
果
数
の
減
少
や
茎
葉
の
萎

れ
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
よ
り
少
な

い
も
の
の
軟
化
玉
の
発
生
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

②
抑
制
作
型

　

５
月
21
日
以
降
の
定
植
と
な
る
抑
制
作
型
は
、

５
月
中
旬
か
ら
６
月
上
旬
で
好
天
が
続
い
た
こ

と
で
、
土
壌
水
分
が
少
な
い
状
況
と
な
り
、
定

植
後
の
か
ん
水
を
控
え
た
ほ
場
で
は
、
土
壌
水

分
が
不
足
し
、
６
月
下
旬
以
降
で
尻
腐
れ
果
が

低
段
位
に
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

６
月
中
旬
か
ら
７
月
上
旬
に
お
け
る
低
温
や

日
照
時
間
が
少
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
草
丈
の

生
育
が
鈍
化
し
、
７
月
中
旬
か
ら
８
月
上
旬
の

高
温
に
よ
る
花
落
ち
で
着
果
数
の
減
少
が
あ
り

ま
し
た
。
促
成
や
半
促
成
も
含
め
、
平
成
30
年

度
の
出
荷
量
は
前
年
対
比
約
89
％
と
な
り
ま
し

た
。

③
病
害
虫

　

病
害
は
、
６
月
中
旬
か
ら
７
月
上
旬
の
低
温

と
曇
天
に
よ
り
、
灰
色
か
び
病
の
発
生
が
多
く

な
り
ま
し
た
。
害
虫
は
、
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
の
発

生
が
昨
年
と
同
様
に
６
～
７
月
に
多
く
見
ら
れ
、

白
ぶ
く
れ
症
状
の
果
実
が
散
見
さ
れ
ま
し
た
。

２　

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
（
生
食
用
）

　

は
種
作
業
は
例
年
よ
り
早
く
（
５
月
中
旬
）

　

平
成
30
年
は
、
融
雪
が
平
年
よ
り
も
早

ま
り
ま
し
た
。
４
月
中
旬
か
ら
６
月
上
旬

ま
で
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
露
地
・
施
設
野

菜
は
、
は
種
や
移
植
作
業
が
順
調
に
進
み

ま
し
た
。
し
か
し
、
６
月
中
旬
か
ら
７
月

上
旬
の
日
照
不
足
で
生
育
の
遅
れ
が
野
菜

全
般
で
目
立
ち
、
ト
マ
ト
で
は
灰
色
か
び

病
が
多
発
し
ま
し
た
。
ま
た
、
７
月
３
日

の
大
雨
に
よ
り
一
部
の
露
地
・
施
設
野
菜

で
浸
水
の
被
害
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
７
月
中
旬
か
ら
８
月
上
旬
ま
で
の
高

温
、
強
日
射
、
少
雨
等
に
よ
り
各
野
菜
で

茎
葉
の
萎
れ
、
ト
マ
ト
で
は
花
落
ち
に
よ

る
着
果
数
の
減
少
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
で
は

ブ
ラ
ウ
ン
ビ
ー
ズ
の
発
生
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
な
お
、
９
月
以
降
は
好
天
に
恵
ま
れ
、

収
穫
作
業
は
順
調
に
進
み
ま
し
た
。

野
　
菜

植
栽
培
と
同
様
に
ほ
場
間
差
や
個
人
差
が
大
き

く
な
っ
た
年
次
で
も
あ
り
ま
す
。

 

移
植
時
期
は
、
平
年
よ
り
も
相
対
的
に
早
ま

り
ま
し
た
が
、
紙
筒
が
剥
が
れ
づ
ら
く
な
る
ト

ラ
ブ
ル
が
散
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

茎
葉
重
の
少
な
い
ほ
場
は
、
根
重
も
劣
る
傾

向
で
、
生
育
中
期
の
土
壌
水
分
過
多
に
よ
る
根

張
り
へ
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
９
月
の
多
照
少
雨
は
、
糖
分
向
上
に

寄
与
し
た
気
象
と
な
り
ま
し
た
。
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行
わ
れ
ま
し
た
。
出
芽
は
順
調
で
し
た
が
、
６

月
及
び
７
月
上
旬
の
低
温
と
日
照
不
足
に
よ
り

草
丈
の
生
育
が
鈍
化
す
る
な
ど
生
育
に
遅
れ
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
開
花
時
期
の
天
候
不

順
に
よ
り
、
良
質
な
花
粉
が
不
足
し
、
開
花
時

期
の
降
雨
と
あ
わ
せ
て
、
先
端
不
稔
等
の
障
害

の
発
生
が
散
見
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
７
月

中
旬
か
ら
気
温
が
高
く
推
移
し
ま
し
た
が
生
育

遅
れ
の
影
響
は
収
穫
ま
で
続
き
ま
し
た
。

　

収
穫
は
平
年
並
の
８
月
上
旬
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
が
、
ピ
ー
ク
は
８
月
末
と
な
り
平
年
よ
り

２
週
間
遅
れ
ま
し
た
。
今
年
の
雌
穂
は
、
細
身

で
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
や
や
劣
り
ま
し
た
。

３　

さ
や
い
ん
げ
ん

　

は
種
時
期
は
前
年
並
の
５
月
20
日
頃
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。

　

出
芽
後
の
初
期
生
育
は
、
６
月
の
低
温
、
曇

天
に
よ
り
、
草
丈
の
生
育
が
鈍
化
す
る
な
ど
の

遅
れ
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
７
月
中
旬
以
降
、
天

候
の
回
復
が
見
ら
れ
た
も
の
の
、
開
花
時
期
が

７
月
上
旬
の
低
温
に
あ
た
っ
た
こ
と
で
、
収
穫

時
期
は
平
年
よ
り
遅
く
、
８
月
20
日
頃
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。

　

害
虫
は
、
タ
ネ
バ
エ
の
被
害
は
見
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

葉
茎
菜
類

１　

ゆ
り
ね

　

４
月
下
旬
か
ら
の
好
天
に
よ
り
初
期
生
育
は

順
調
に
経
過
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
６
月
、
７

月
上
旬
の
低
温
と
日
照
不
足
に
よ
り
草
丈
が
短

く
生
育
が
緩
慢
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
７

月
中
旬
か
ら
８
月
上
旬
は
高
温
で
経
過
し
た
こ

と
に
よ
り
、
生
育
が
進
み
ま
し
た
が
、
り
ん
茎

の
肥
大
期
間
が
短
く
な
り
、
前
年
よ
り
り
ん
茎

肥
大
が
劣
り
ま
し
た
。

　

病
害
虫
の
発
生
は
、
葉
先
枯
れ
が
一
部
で
見

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
鱗
茎
さ
び
症
、
あ
ん
こ

症
の
発
生
が
例
年
よ
り
少
な
い
も
の
の
散
見
さ

れ
ま
し
た
。

２　

た
ま
ね
ぎ

  

融
雪
が
早
く
、
直
播
と
移
植
は
早
い
ほ
場
で

４
月
下
旬
か
ら
ほ
場
条
件
が
良
好
な
中
で
作
業

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
直
播
は
比
較
的
順
調
に

出
芽
し
ま
し
た
。
生
育
は
６
月
の
低
温
の
影
響

を
受
け
、
初
期
生
育
が
緩
慢
と
な
り
、
平
年
よ

り
も
生
育
が
劣
り
ま
し
た
。
７
月
中
旬
か
ら
８

月
上
旬
の
高
温
に
よ
る
影
響
で
、
球
肥
大
が
進

ま
ず
小
玉
傾
向
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、

倒
伏
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
の
根
切
り
作
業
と

な
り
ま
し
た
。

　

収
穫
は
、
移
植
で
９
月
上
旬
か
ら
始
ま
り
、

直
播
は
９
月
下
旬
頃
か
ら
の
収
穫
と
な
り
ま
し

た
。

　

病
害
虫
は
地
域
で
、
ネ
ギ
ハ
モ
グ
リ
バ
エ
の

被
害
が
見
ら
れ
、
一
部
で
軟
腐
病
と
乾
腐
病
の

発
生
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

洋
菜
類

１　

グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

　

融
雪
後
、
４
月
下
旬
～
５
月
の
好
天
に
も
恵

ま
れ
、
収
穫
は
５
月
中
旬
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

６
月
上
旬
ま
で
は
収
穫
量
が
昨
年
よ
り
増
加
し

た
も
の
の
、
５
月
下
旬
か
ら
の
少
雨
に
よ
っ
て

土
壌
水
分
が
不
足
し
た
こ
と
も
影
響
し
、
平
年

よ
り
も
収
穫
量
は
低
下
し
ま
し
た
。
ま
た
、
収

穫
終
盤
の
６
月
中
旬
は
低
温
に
よ
る
ア
ン
ト
シ

ア
ン
の
発
生
が
一
部
の
ほ
場
で
も
見
ら
れ
ま
し

た
。
収
穫
は
６
月
下
旬
ま
で
行
わ
れ
、
前
年
よ

り
収
穫
量
が
増
加
し
た
も
の
の
、
平
年
よ
り
減

少
し
ま
し
た
。

　

病
害
虫
は
、
収
穫
期
間
中
、
ジ
ュ
ウ
シ
ホ
シ

ク
ビ
ナ
ガ
ハ
ム
シ
の
食
害
が
散
見
さ
れ
、
９
月

頃
に
は
ヨ
ト
ウ
ガ
の
食
害
が
や
や
多
く
な
り
ま

し
た
。
斑
点
病
の
発
生
は
平
年
並
み
の
状
況
で

し
た
。

２　

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

　

融
雪
が
早
く
、
４
月
下
旬
～
５
月
の
好
天
に

よ
り
、
ほ
場
条
件
が
良
好
だ
っ
た
点
、
ま
た
、

セ
ル
苗
の
生
育
が
良
好
だ
っ
た
た
め
、
定
植
時

期
は
例
年
よ
り
早
い
時
期
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
６
月
～
７
月
上
旬
の
低
温
に
よ
り
花

蕾
の
生
育
が
遅
れ
、
花
蕾
腐
敗
病
の
発
生
が
散

見
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
７
月
中
旬
以
降
の
高

温
、
強
日
射
に
よ
り
花
蕾
肥
大
期
に
ブ
ラ
ウ
ン

ビ
ー
ズ
の
発
生
が
散
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

病
害
虫
は
、
軟
腐
病
の
発
生
は
少
な
く
、
ヨ

ト
ウ
ム
シ
、
コ
ナ
ガ
の
発
生
量
は
平
年
並
み
と

な
り
ま
し
た
。

〈
飼
料
作
物
〉

１　

飼
料
用
と
う
も
ろ
こ
し

（
１
）
生
育
の
経
過
と
作
柄
の
概
要

　

６
月
の
低
温
、
７
月
前
半
の
低
温
多
雨
の
影

響
で
、
生
育
が
や
や
遅
れ
、
特
に
、
土
壌
の
過

湿
に
よ
り
、
草
丈
が
伸
び
ず
、
黄
化
す
る
ほ
場

が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
７
月
後
半
は
高
温
傾

向
と
な
り
ま
し
た
が
、
８
月
の
低
温
傾
向
も
あ

り
、
回
復
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

８
月
後
半
の
低
温
寡
照
の
影
響
で
登
熟
が
遅
れ
、

収
量
は
平
年
を
下
回
り
ま
し
た
。

（
２
）平
成
30
年
産
と
う
も
ろ
こ
し(

サ
イ
レ
ー

ジ
用)

の
収
量
・
品
質
低
下
要
因

　

６
月
の
低
温
、
７
月
前
半
の
低
温
多
雨
、
及

び
８
月
の
低
温
に
よ
り
生
育
が
遅
れ
、
生
育
量

が
確
保
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
さ
ら
に
、
８
月

後
半
の
低
温
寡
照
の
影
響
で
登
熟
が
遅
れ
、
雌

穂
の
肥
大
に
影
響
し
ま
し
た
。

２　

牧
草

（
１
）
１
番
草
の
生
育
の
概
要

　

萌
芽
期
は
平
年
よ
り
早
く
、
そ
の
後
の
生
育

も
順
調
に
推
移
し
ま
し
た
。

　

６
月
中
旬
～
７
月
上
旬
の
断
続
的
な
降
雨
の

影
響
で
、
収
穫
作
業
は
遅
れ
ま
し
た
。
収
量
は

平
年
並
と
な
り
ま
し
た
が
、
刈
り
遅
れ
に
よ
る

栄
養
価
の
低
下
と
な
り
ま
し
た
。

（
２
）
２
番
草

　

２
番
草
の
生
育
は
、
や
や
遅
れ
て
進
み
ま
し

た
が
、
収
穫
時
期
が
少
雨
傾
向
と
な
り
、
収
量
、

品
質
と
も
に
平
年
並
と
な
り
ま
し
た
。

（
３
）
１
番
草
・
２
番
草
の
収
量
の
概
況

　

１
番
草
は
、
収
穫
時
期
の
断
続
的
な
降
雨
に

よ
る
刈
り
遅
れ
が
、
品
質
低
下
の
大
き
な
要
因

と
な
り
ま
し
た
。
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新
年
の
　
　

ご
あ
い
さ
つ

農
と
協
同
活
動
の
拠
点
・
組
織
活
動

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や

か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
よ
り
青
年
部
活
動
に
対
し

ま
し
て
多
大
な
る
ご
理
解
・
ご
支
援
・
ご

協
力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
皆
様
方
に
は
改

め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
冬
は
大
雪

で
し
た
が
春
先
は
融
雪
が
早
く
、
春
作
業

は
順
調
に
進
み
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら

そ
の
後
の
低
温
・
大
雨
と
天
候
が
悪
く
、

作
柄
は
非
常
に
良
く
な
い
も
の
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
そ
し
て
長
雨
か
ら
の
大

雨
で
災
害
を
も
た
ら
し
、
さ
ら
に
は
台
風

や
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
と
非
常
に
痛
ま

し
い
災
害
が
起
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ

し
て
そ
の
地
震
の
影
響
か
ら
「
ブ
ラ
ッ
ク

青年部部長　

　松
まつ

村
むら

　義
よし

昭
あき

ア
ウ
ト
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
全
道
各
地

で
の
停
電
が
発
生
し
、
今
ま
で
に
な
い
事

態
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
本
当
に
大

変
な
一
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

青
年
部
活
動
と
致
し
ま
し
て
は
、
春
期

と
冬
期
の
研
修
会
・
視
察
研
修
で
は
農
業

に
対
す
る
視
野
が
よ
り
広
が
り
、
自
分
の

営
農
に
も
役
立
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

　

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
セ
ス
会
と
の
合
同
事
業

の
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
で
は
白
熱
し
た
試
合

で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
そ
の
後

の
交
流
会
に
お
い
て
も
、
よ
り
親
交
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

食
育
事
業
で
は
小
学
生
と
田
植
え
と
稲

刈
り
を
行
い
ま
し
た
が
、
児
童
か
ら
出
さ

れ
る
質
問
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
驚
い
た
と

同
時
に
食
と
農
業
に
対
し
関
心
を
持
っ
て

い
る
こ
と
を
と
て
も
嬉
し
く
思
い
、
未
来

を
担
う
子
供
た
ち
へ
安
全
で
安
心
な
農
作

物
を
届
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
感

じ
ま
し
た
。

　

他
に
も
様
々
な
各
種
事
業
が
あ
り
ま
し

た
が
、
今
後
も
次
世
代
を
担
う
農
業
者
と

な
る
べ
く
、
各
種
事
業
を
通
じ
て
知
識
や

技
術
の
習
得
、
部
員
個
々
の
意
識
の
向
上

を
図
り
地
域
農
業
の
振
興
と
魅
力
あ
る
青

年
部
活
動
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、

ご
指
導
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
併
せ
て
皆
様
の
今
年
一
年
の
ご
健
康

と
ご
多
幸
を
祈
念
し
、
年
頭
の
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や

か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ

り
女
性
部
活
動
に
多
大
な
ご
理
解
・
ご
協

力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
春
の
干
ば
つ
に
始
ま
り
、
台
風

や
地
震
、
そ
し
て
遅
い
根
雪
な
ど
の
、
異

常
気
象
に
見
舞
わ
れ
た
１
年
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
９
月
６
日
未
明
に
発
生
し
た
北

海
道
胆
振
東
部
地
震
に
よ
り
尊
い
命
が
失

わ
れ
て
し
ま
い
、
併
せ
て
全
道
的
な
大
停

電
「
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
」
が
発
生
し
、
美

瑛
町
で
も
酪
農
家
の
方
々
に
お
か
れ
ま
し

女性部部長　

　山
やま

本
もと

 京
きょう

子
こ

新たな活動
体制で
スタート

て
は
大
変
な
ご
苦
労
を
さ
れ
た
と
伺
っ
て

お
り
ま
す
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
へ
心
よ
り

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

近
年
、
異
常
気
象
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
日

本
。
食
の
宝
庫
と
言
わ
れ
て
い
る
北
海
道
で

も
、
私
た
ち
の
生
命
力
の
源
と
な
る
食
材
は

収
穫
量
が
減
っ
て
価
格
が
高
騰
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、逆
手
に
と
っ

て
、
私
た
ち
の
未
来
を
見
つ
め
直
す
良
い
き
っ

か
け
と
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

例
え
ば
、
「
食
品
ロ
ス
」
と
い
う
な
ん
と
も

も
っ
た
い
な
い
現
状
。
豊
富
に
食
べ
物
が
あ

ふ
れ
て
い
る
日
本
だ
か
ら
こ
そ
起
き
る
こ
の

問
題
に
、
一
生
産
者
と
し
て
心
を
痛
め
て
お

り
ま
す
。
好
き
な
食
べ
物
を
好
き
な
時
に
好

き
な
だ
け
食
べ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
果
た
し

て
幸
せ
な
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。
日
本
の

大
地
の
栄
養
、
太
陽
の
力
、
水
の
恵
み
か
ら
、

私
た
ち
の
体
質
に
合
っ
た
食
材
が
生
ま
れ
て

い
ま
す
。
日
本
に
生
ま
れ
た
か
ら
こ
そ
、
こ

れ
ら
を
余
す
こ
と
な
く
使
え
る
日
本
の
食
文

化
を
大
切
に
し
、
一
日
一
日
、
仕
事
も
学
び
も

大
切
に
し
て
、
自
分
を
見
つ
め
な
お
す
こ
と

を
忘
れ
ず
に
い
た
い
も
の
で
す
。

　

私
た
ち
女
性
部
は
、
平
成
三
十
一
年
度

よ
り
新
た
な
活
動
体
制
で
ス
タ
ー
ト
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
部
員
減
少
を
食
い

止
め
る
た
め
、
何
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

           　   魅力ある青年部
           　   活動をめざして
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何
を
ど
う
考
え
た
ら
よ
い
の
か
。
試
行
錯

誤
し
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
は
部
員
の
方
々
と
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し

合
い
、
自
分
ら
し
く
、
時
に
は
新
し
い
自

分
を
発
見
で
き
る
よ
う
な
女
性
部
活
動
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
の
女
性
部
活
動
に
対
し
ま
し
て
も
、

変
わ
ら
ぬ
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
残
さ
れ
た
任

期
を
役
員
一
同
、
精
一
杯
努
め
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
良
い
年
に

な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や

か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り

ご
支
援
、
ご
協
力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
役

員
、
部
員
、
事
務
局
の
皆
様
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
は
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
セ
ス
会

に
入
会
し
た
ば
か
り
で
右
も
左
も
わ
か
ら

な
い
中
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん

を
抱
え
な
が
ら
役
員
を
引
き
受
け
ま
し
た
。

会
員
の
方
々
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う

か
と
不
安
な
気
持
ち
の
中
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
が
、
農
業
の
仕
事
を
お
休
み
さ
せ
て

い
た
だ
く
た
め
、
そ
の
分
も
役
員
職
を
頑

張
る
良
い
機
会
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
様
々
な
研
修
や
活
動
に
参
加

フレッシュミセス会
会長代理　　

　藤
ふじ

田
た

　有
ゆ

香
か

さ
せ
て
頂
く
中
で
、
多
く
の
方
と
情
報
交
換

も
で
き
、
人
と
の
繋
が
り
の
大
切
さ
を
改
め

て
実
感
で
き
る
貴
重
な
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

特
に
食
育
事
業
の
一
環
と
し
て
、
町
内
の
小

学
生
を
対
象
に
青
年
部
と
共
に
行
っ
た
田
植

え
体
験
や
、
女
性
部
の
皆
様
と
合
同
で
行
っ

た
調
理
実
習
は
と
て
も
良
い
経
験
に
な
り
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
収
穫
し
た
お
米
を
原

料
と
す
る
米
粉
を
使
用
し
た
「
米
粉
ナ
ン
」

は
な
か
な
か
生
地
が
ま
と
ま
ら
ず
大
苦
戦
し

ま
し
た
が
、
美
瑛
産
の
食
材
を
一
生
懸
命
に

調
理
し
ま
し
た
。
出
来
上
が
っ
た
カ
レ
ー
を

笑
顔
で
食
べ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
見

て
い
る
と
、
我
が
子
の
成
長
を
見
て
い
る
よ

う
で
と
て
も
感
動
し
、
今
ま
で
以
上
に
食
を

支
え
る
産
業
の
大
切
と
、
美
瑛
の
豊
か
さ
の

あ
り
が
た
み
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
作
物
を
提
供
す
る
生
産
者
や
、
そ

れ
を
日
頃
調
理
し
て
く
だ
さ
る
方
へ
の
「
感

謝
の
こ
こ
ろ
」
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
素

晴
ら
し
い
活
動
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
食
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
や
笑
顔
が
、
生
産
者
の
１
人

で
あ
る
私
の
活
力
と
な
り
ま
す
。
今
後
も
地

域
の
人
達
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
、
活
動

を
通
し
て
多
く
の
方
に
笑
顔
を
届
け
ら
れ
れ

ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
各
会
員
の
皆

様
、
ご
家
族
の
皆
様
の
ご
協
力
、
ご
支
援
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
残
さ
れ
た
任

期
を
役
員
一
同
、
皆
様
の
お
力
を
お
借
り

し
つ
つ
、
務
め
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
輝

か
し
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

笑顔も届ける
活動を

フレッシュミセス会夏期研修

組織活動交流会

町内小学生調理実習

農業まつり大鍋豚汁

　2018

フォトスケッチ
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美瑛町朗根内

菊
きく

地
ち

啓
けい

一
いち

 さん

青年部
宇莫別・朗根内
ブロック長理事

明
日
を
担
う

美
瑛
の
景
観
に
魅
了
さ
れ

　

仕
事
と
し
て
の
農
業
に
も
興
味
を
持
っ
た
の

は
、
大
学
時
代
の
先
生
の
「
こ
れ
か
ら
農
業
に

は
未
来
が
あ
る
」
と
い
う
言
葉
や
、
親
友
の
実

家
が
農
家
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
段
々

と
心
が
惹
か
れ
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
農
業

を
通
し
て
家
族
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

り
な
が
ら
働
き
た
い
と
い
う
想
い
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
し
て
何
よ
り
こ
の
美
し
い
風
景
に
魅
了

　

今
回
登
場
の
菊
地
さ
ん
は
、
神
奈
川
県
横
浜
市
の
ご
出
身
。
大
学
卒
業
後
、
６
年

間
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
て
勤
め
、
美
瑛
町
農
業
振
興
機
構
で
２
年
間
の
農
業
研
修
を

終
え
、
平
成
28
年
か
ら
朗
根
内
で
就
農
。
写
真
好
き
な
菊
地
さ
ん
は
、
大
学
時
代
か

ら
北
海
道
、
そ
し
て
美
瑛
を
訪
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
当
時
か
ら
、
い
ず
れ
は
住
ん

で
み
た
い
な
、
と
い
う
ぼ
ん
や
り
と
し
た
憧
れ
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
好
き
な
食
べ

物
は
肉
、
寿
司
、
横
浜
家
系
ラ
ー
メ
ン
。
現
在
は
、
妻
の
舞
さ
ん
と
、
３
人
の
お
子

さ
ん
（
俊
介
君
、
結
衣
ち
ゃ
ん
、
彩
乃
ち
ゃ
ん
）
と
５
人
暮
ら
し
。
今
回
は
、
そ
ん

な
菊
地
さ
ん
に
、
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

さ
れ
ま
し
た
。
家
族
・
住
環
境
・
風
景
な
ど
、

い
ろ
ん
な
こ
と
が
リ
ン
ク
し
て
、
美
瑛
で
の
農

業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
２
年
間
は
、
置
杵
牛
の
岡
崎
さ
ん

宅
に
て
研
修
。
米
や
ア
ス
パ
ラ
、
か
ぼ
ち
ゃ
の

作
業
を
学
ん
だ
の
ち
、
平
成
28
年
か
ら
朗
根
内

に
て
新
規
就
農
。
現
在
は
メ
イ
ン
の
ト
マ
ト
栽

培
が
27
ａ
、
生
食
南
瓜
55
ａ
を
管
理
し
て
い
ま

す
。
夏
場
は
弟
と
、
定
年
退
職
を
し
た
父
が
手

伝
い
に
来
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

新
規
就
農
に
あ
た
っ
て
は
、
不
安
よ
り
も

期
待
が
大
き
い
状
態
で
希
望
を
持
っ
て
美
瑛

に
。
出
産
の
関
係
で
、
数
カ
月
遅
れ
で
美
瑛
に

入
っ
た
妻
の
方
が
、
人
間
関
係
な
ど
の
不
安
が

大
き
か
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が

ら
、
町
の
子
ど
も
の
集
ま
り
に
積
極
的
に
参
加

す
る
な
ど
し
て
、
現
在
で
は
、
地
域
に
も
打

ち
解
け
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
幸
い
な
こ

と
に
、
研
修
先
の
岡
崎
さ
ん
と
３
人
の
子
ど
も

が
全
員
同
じ
学
年
だ
っ
た
こ
と
も
、
あ
り
が
た

か
っ
た
で
す
。
子
ど
も
に
関
し
て
は
、
健
康
で

育
っ
て
く
れ
れ
ば
十
分
で
す
が
、
型
に
は
ま
ら

ず
自
由
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

効
率
の
良
い
栽
培
そ
し
て
反
収
ア
ッ
プ
も

　

ト
マ
ト
づ
く
り
に
関
し
て
は
、
管
理
に
し
っ

か
り
と
手
を
回
し
て
い
こ
う
と
い
う
共
通
意
識

を
持
っ
て
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ハ
ウ

ス
内
が
混
み
合
う
と
病
気
に
も
な
り
や
す
い
で

す
し
、
自
分
た
ち
が
綺
麗
に
管
理
さ
れ
た
ハ
ウ

ス
の
中
で
働
き
た
い
と
い
う
意
識
が
あ
り
、
弟

と
丁
寧
に
ト
マ
ト
に
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。

　

就
農
し
た
初
年
度
の
作
業
は
苦
労
が
多
く
、

研
修
で
指
示
さ
れ
た
作
業
を
す
る
の
と
、
自
分

が
経
営
主
と
し
て
仕
事
の
段
取
り
や
判
断
を
す

る
の
で
は
、
責
任
の
重
み
や
必
要
な
ス
キ
ル
が

全
然
違
い
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
28
年
の
台
風

に
よ
る
大
雨
で
ト
マ
ト
ハ
ウ
ス
が
浸
水
し
、
当

時
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
途
方
に
く
れ

ま
し
た
が
、
今
で
は
大
き
な
経
験
が
得
ら
れ
た

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
農
作
業
に
つ
い
て
は
、
春
先

は
順
調
に
作
業
が
進
み
ま
し
た
が
、
６
月
の
低

温
と
天
候
不
順
に
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

ト
マ
ト
は
半
促
成
が
メ
イ
ン
で
、
残
り
は
抑
制

で
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。
単
価
に
救
わ
れ
た

部
分
も
多
少
あ
り
ま
し
た
が
、
９
月
の
台
風
で

抑
制
の
ハ
ウ
ス
が
飛
ば
さ
れ
る
な
ど
、
苦
労
が

絶
え
な
か
っ
た
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
目
標
は
、
反
収
を
上
げ
る
こ
と
で
す
。

平
成
30
年
度
ま
で
は
、
自
分
と
弟
の
２
人
が
メ

イ
ン
で
作
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
春
か
ら

は
一
番
下
の
子
ど
も
が
保
育
所
に
入
る
の
で
、

妻
も
作
業
を
手
伝
っ
て
く
れ
ま
す
。
全
体
と
し

て
の
１
町
２
反
の
面
積
は
維
持
し
な
が
ら
、
手

を
か
け
ら
れ
る
範
囲
で
ト
マ
ト
の
比
率
を
増
や

し
、
少
な
い
面
積
で
効
率
よ
く
栽
培
を
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
栽
培
技
術
を
上
げ
る
こ
と

で
、
コ
ス
ト
を
下
げ
な
が
ら
、
反
収
を
上
げ
て

い
き
た
い
で
す
。

　

青
年
部
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
就
農
し
た
平

成
28
年
度
よ
り
加
入
し
、
平
成
30
年
度
よ
り
ブ

ロ
ッ
ク
長
と
な
り
ま
し
た
。
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
で

会
合
を
持
っ
た
り
す
る
際
に
、
皆
で
集
ま
っ
て

作
業
状
況
を
話
し
合
っ
た
り
、
良
い
作
業
機
械

の
情
報
交
換
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地

域
の
用
水
を
整
備
し
た
り
、
草
刈
り
や
、
沢
沿

い
に
電
牧
を
張
る
な
ど
春
作
業
を
地
域
の
人
と

一
緒
に
行
う
こ
と
も
、
良
い
交
流
の
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
良
好
な
関
係
を

保
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（34歳）

（ ）
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と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
農
作
業
に
つ
い
て
は
、
春
先

は
順
調
に
作
業
が
進
み
ま
し
た
が
、
６
月
の
低

温
と
天
候
不
順
に
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

ト
マ
ト
は
半
促
成
が
メ
イ
ン
で
、
残
り
は
抑
制

で
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。
単
価
に
救
わ
れ
た

部
分
も
多
少
あ
り
ま
し
た
が
、
９
月
の
台
風
で

抑
制
の
ハ
ウ
ス
が
飛
ば
さ
れ
る
な
ど
、
苦
労
が

絶
え
な
か
っ
た
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
目
標
は
、
反
収
を
上
げ
る
こ
と
で
す
。

平
成
30
年
度
ま
で
は
、
自
分
と
弟
の
２
人
が
メ

イ
ン
で
作
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
春
か
ら

は
一
番
下
の
子
ど
も
が
保
育
所
に
入
る
の
で
、

妻
も
作
業
を
手
伝
っ
て
く
れ
ま
す
。
全
体
と
し

て
の
１
町
２
反
の
面
積
は
維
持
し
な
が
ら
、
手

を
か
け
ら
れ
る
範
囲
で
ト
マ
ト
の
比
率
を
増
や

し
、
少
な
い
面
積
で
効
率
よ
く
栽
培
を
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
栽
培
技
術
を
上
げ
る
こ
と

で
、
コ
ス
ト
を
下
げ
な
が
ら
、
反
収
を
上
げ
て

い
き
た
い
で
す
。

　

青
年
部
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
就
農
し
た
平

成
28
年
度
よ
り
加
入
し
、
平
成
30
年
度
よ
り
ブ

ロ
ッ
ク
長
と
な
り
ま
し
た
。
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
で

会
合
を
持
っ
た
り
す
る
際
に
、
皆
で
集
ま
っ
て

作
業
状
況
を
話
し
合
っ
た
り
、
良
い
作
業
機
械

の
情
報
交
換
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地

域
の
用
水
を
整
備
し
た
り
、
草
刈
り
や
、
沢
沿

い
に
電
牧
を
張
る
な
ど
春
作
業
を
地
域
の
人
と

一
緒
に
行
う
こ
と
も
、
良
い
交
流
の
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
良
好
な
関
係
を

保
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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早
朝
、
木
々
か
ら
小
鳥
の
さ
え
ず
り
が

聞
こ
え
る
春
。
四
季
折
々
に
雄
大
な
美
し

い
姿
を
見
せ
る
大
雪
の
山
々
。
朝
夕
の
太

陽
で
色
づ
く
空
。
エ
ゾ
リ
ス
が
顔
を
、
見

せ
る
秋
冬
。
息
を
の
む
景
色
が
目
の
前
に

広
が
る
こ
こ
美
馬
牛
。

　

こ
の
地
に
三
十
五
名
の
児
童
が
、
日
々
、

笑
顔
満
開
で
元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
「
み
ん
な
が
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

　

み
ん
な
で
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
～
も
っ
と

よ
く
な
ろ
う
～
」
を
合
言
葉
に
様
々
な
活

動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
大
切
に

し
て
き
た
こ
と
は
「
振
り
返
り
」
で
す
。

活
動
の
終
末
に
次
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に

な
る
よ
う
個
々
に
振
り
返
り
を
し
、
個
々

に
「
学
び
」
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
学
習
内
容
も
変
わ
り
、
高

学
年
は
外
国
語
科
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
道

徳
も
「
特
別
の
教
科
」
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
外
国
語
の
授
業
や
体
育
の
授
業
で

は
、
本
校
の
職
員
以
外
に
も
町
内
の
学
校

か
ら
専
科
教
員
に
来
て
い
た
だ
き
、
子
ど

も
た
ち
の
学
習
の
定
着
を
図
る
な
ど
、
子

ど
も
た
ち
の
成
長
に
多
く
の
方
々
に
か
か

わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
研
究
会
が
本
校
で
行
わ
れ
、

授
業
を
公
開
し
ま
し
た
。
他
校
か
ら
多
く

の
参
加
が
あ
り
、
教
師
と
し
て
の
資
質
向

上
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
複
式
教

育
の
講
座
も
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、

北
翔
大
学
や
教
育
大
学
か
ら
の
実
習
生
や
、

上
海
や
台
湾
か
ら
の
児
童
が
来
た
り
も
し

ま
し
た
。

　

本
校
は
、
地
域
を
含
め
て
多
く
の
方
と

関
わ
り
な
が
ら
教
育
活
動
を
進
め
て
い
ま

す
。
例
え
ば
学
校
の
学
習
園
で
の
栽
培
活

動
で
は
、
保
護
者
に
先
生
と
な
っ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
の
田
植
え
や
稲
刈
り
体

験
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

春
と
秋
に
は
環
境
整
備
を
行
い
、
多
く

の
保
護
者
と
教
職
員
が
一
緒
に
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
夏
休
み
前
に
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催

の
「
野
外
活
動
」
を
実
施
し
、
火
起
こ
し

体
験
や
保
護
者
と
一
緒
に
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
を
楽
し
み
な
が
ら
一
泊
し
て
い
ま
す
。

　

各
地
区
で
行
わ
れ
る
お
祭
り
に
は
、
地

域
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
賑
わ
い
を
見
せ

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
御
輿
に
総
勢
九
十

名
近
く
で
歩
く
様
子
が
み
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
お
店
を
楽
し
み
に
す
る
老
若
男
女
で

境
内
は
あ
ふ
れ
ま
す
。
今
年
の
学
芸
会
は
、

子
ど
も
た
ち
の
頑
張
り
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
体
育
館
い
っ
ぱ
い
に
百
五
十
名
以
上

の
方
が
子
ど
も
た
ち
を
応
援
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
こ
は
中
学
校
と
校
区
を
一

に
す
る
地
区
で
す
か
ら
、
小
中
の
義
務
教

育
九
年
間
で
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
意
識

が
あ
り
ま
す
。
中
学
校
卒
業
時
に
ど
ん
な

姿
に
な
っ
て
い
る
か
を
考
え
、
小
中
学
校

と
地
域
・
保
護
者
が
連
携
を
密
に
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
学
校
と
し
て
今
後
も
し
っ
か
り

と
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
三
者
が
し
っ
か

り
と
連
携
を
す
る
と
と
も
に
、
お
互
い
の

よ
さ
を
発
揮
し
て
、
さ
ら
に
充
実
し
た
教

育
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

    校長　温
おん

　泉
せん

　　　敏
さとし美瑛町立美馬牛小学校
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1 年　岡　大河

1 年　小野寺胡春

2 年　斉藤瑠菜

3 年　菅野純夢

4 年　寺島光輝

5 年　川村有梨紗

6 年　寺島大翔

1 年　管野豊夢

2 年　江花美佑

3 年　笠原朱音

3 年　白田紗丞

4 年　小西侑里

5 年　髙橋　隼弥

6 年　村上由季

1 年　市川凛

2 年　佐藤愛花

3 年　佐藤　碧

4 年　桑原桃瑚

4 年　大西結愛

6 年　横山高大

6 年　白田紗那

1 年　寺島聖翔

2 年　菅野煌介

3 年　市川葉琉

4 年　佐藤快斗

5 年　小木田　晴哉

6 年　佐藤琉輝

6 年　豊瀬大樹

1 年　外山駿斗

1 年　川村涼介

2 年　内藤仁月

3 年　柏倉琉希

4 年　小西朱琳

5 年　尾川　恵

6 年　川村玲衣奈

児童作品展
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意
外
と
知
ら
な
い
？

本
当
の　
　
　

の
話

だ
し

う
ま
味
を
液
体
に
移
し
た
も
の
が
「
だ
し
」

あ
ら
ゆ
る
食
材
が
だ
し
に
な
る　
　
　
　

イ
ン
ス
タ
ン
ト
だ
し
を
使
う
な
ら　
　
　



25

第1140号　平成31年1月1日号　毎月1日発行
ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地
昭和45年３月５日 （第３種郵便物認可）

煮
干
し

昆
　
布

か
つ
お
節

干
し
シ
イ
タ
ケ

何
で
も
「
だ
し
素
材
」

そ
の
他
乾
物

中華料理のだし フランス料理のだし

だしソムリエ協会
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☆
当
選
者
は

齊　

藤　

友　

香
さ
ん

佐　

藤　

淳　

子
さ
ん

鎌　

田　

順　

子
さ
ん

浦　
　
　

望　

葵
さ
ん

高　

橋　

恵　

一
さ
ん

以
上
の
５
名
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

①
雪
を
積
み
上
げ
、
中
を
掘
っ
て
作

る
雪
室

②
マ
ー
ジ
ャ
ン
を
す
る
と
き
囲
み
ま

す
③
劇
場
の
舞
台
や
花
道
の
地
下
に
あ

り
ま
す

⑤
１
日
に
１
枚
ず
つ
剥
が
す
カ
レ
ン

ダ
ー

⑥
起
立
！　

―
―
―
！　

着
席
！

⑧
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
、
彼
氏
や
夫

へ
で
は
な
く
知
人
や
上
司
へ
、
感

謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
贈
り
ま
す

⑫
足
利
尊
氏
が
開
い
た
―
―
―
幕

府
⑭
片
時
も
そ
ば
を
離
れ
ま
せ
ん

⑯
漢
字
で
書
く
と
浮
塵
子
。
稲
の

害
虫
で
す

⑰
地
面
に
つ
ち
な
ど
で
打
ち
込
み

ま
す

⑲
カ
ク
テ
ル
の
ベ
ー
ス
に
使
う
蒸

留
酒
の
一
つ

①
佐
々
木
小
次
郎
は
と
て
も
長
い
物

を
使
っ
て
い
た
と
か

④
う
わ
さ
が
広
が
る
際
に
つ
く
こ
と

も
⑦
鉄
道
の
レ
ー
ル
の
下
に
並
べ
ま
す

⑨
人
数
を
数
え
る
と
き
に
使
う
言
葉

⑩
パ
ソ
コ
ン
の
マ
ウ
ス
の
ボ
タ
ン
を

カ
チ
ッ
と
押
す
こ
と

⑪
子
羊
の
肉
の
こ
と

⑬3.14159

…
と
続
く
円
周
―
―
―

⑮
道
端
の
こ
と
。
―
―
―
駐
車

⑰
寝
不
足
で
目
の
下
に
で
き
る
人

も
い
ま
す

⑱
小
説
家
・
尾
崎
紅
葉
の
代
表
作

「
―
―
―
夜
叉
」

⑳
シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
に
よ
く
似
合

う
赤
い
果
実

㉑
マ
ン
シ
ョ
ン
の
―
―
―
人
さ
ん
に

あ
い
さ
つ
を
し
て
出
掛
け
た

Ａ
→
Ｄ

『
コ
マ
マ
ワ
シ
』
で
し
た

１

【全体運】できる人と比べ、落ち込みやすい傾向
がチラリ。「人は人」と割り切って。リフレッシュ
するには神社散策が吉

【健康運】食生活が乱れがち。特に暴飲暴食に注意
【幸運を呼ぶ食べ物】タラ

【全体運】前向きな気持ちになれる月です。やって
みたいことがあるなら、積極的に取り組んでみて。
新チャレンジも幸運

【健康運】体を軽く動かすことで気力回復の兆し
【幸運を呼ぶ食べ物】伊予かん

【全体運】物事を邪推しやすく、不要なトラブルを
招く原因に。余計な発言は控えるべき。開運には
窓や鏡を磨くと効果大

【健康運】ストレスを感じそう。十分な休息が大事
【幸運を呼ぶ食べ物】ナバナ

【全体運】勢いがある半面、不注意になりそう。小さ
な失敗にクヨクヨせず、サッと切り替えましょう。
観劇が良い刺激に

【健康運】運動を満喫して。心身共に良い影響が
【幸運を呼ぶ食べ物】長ネギ

【全体運】 いつになく神経質になってしまうかも。
深刻に受け止めやすいので、気楽に構えること。
深呼吸でリラックスを

【健康運】温活に力を入れると、順調に過ごせます
【幸運を呼ぶ食べ物】おから

【全体運】レジャー運が盛り上がる予感。気の合う
仲間たちとにぎやかに過ごして。新年会などの幹
事役は進んで引き受けて吉

【健康運】無茶なダイエットは×。肩の力を抜いて
【幸運を呼ぶ食べ物】ワカサギ

【全体運】思い込みが激しくなる気配。特に伝言ミ
スをしやすいので、ご用心。また、慣れている作業
でも確認を徹底して

【健康運】なんとなく不調を感じがち。睡眠が必須
【幸運を呼ぶ食べ物】ホウレンソウ

【全体運】知的好奇心を大切にしたい時期。気にな
るジャンルについて情報収集を。話題の映画を見
るのもうれしい発見あり

【健康運】おおむね安泰。スポーツやダンスを楽しんで
【幸運を呼ぶ食べ物】ダイコン

【全体運】プライベートの充実に力を入れると、満
足感を得られます。興味を持っていた趣味や習い
事を始めるのも正解

【健康運】 規則正しい生活を。特に早起きがグッド
【幸運を呼ぶ食べ物】キンメダイ

【全体運】自分に自信が生まれそう。大胆にリー
ダーシップを発揮しましょう。また、未経験の世界
に飛び込むのも大賛成

【健康運】評判の健康法が体質にぴったり合うかも
【幸運を呼ぶ食べ物】京菜

【全体運】何かと迷いが生まれやすいもよう。1 人
で悩まず、信頼できる相手に相談してみて。気晴
らしには音楽鑑賞が最適

【健康運】つい食べ過ぎてしまう気配。節制が必要 
【幸運を呼ぶ食べ物】サワラ

【全体運】今まで付き合ったことのないタイプと
知り合える期間。飲み会には意欲的に参加して。
趣味の集まりにも注目を

【健康運】疲れやすい暗示。早めのケアを心掛けて
【幸運を呼ぶ食べ物】納豆

62

注！ハガキは62円です

11
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21

7 20
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21

11

12

21

7

Ｅ

20
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21

フ
ス
マ

コ
コ
ン

サ
ト
ウ

キ
マ
ツ

シ
ヤ
モ

ス
キ
マ

マ
イ
ル

ラ

ニ

ワ
ジ
ユ
ツ イ

ノ
シ
シ

ク
ウ

イ
ケ

ナ
ヤ

カ
イ



27

第1140号　平成31年1月1日号　毎月1日発行
ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地
昭和45年３月５日 （第３種郵便物認可）

①
佐
々
木
小
次
郎
は
と
て
も
長
い
物

を
使
っ
て
い
た
と
か

④
う
わ
さ
が
広
が
る
際
に
つ
く
こ
と

も
⑦
鉄
道
の
レ
ー
ル
の
下
に
並
べ
ま
す

⑨
人
数
を
数
え
る
と
き
に
使
う
言
葉

⑩
パ
ソ
コ
ン
の
マ
ウ
ス
の
ボ
タ
ン
を

カ
チ
ッ
と
押
す
こ
と

⑪
子
羊
の
肉
の
こ
と

⑬3.14159

…
と
続
く
円
周
―
―
―

⑮
道
端
の
こ
と
。
―
―
―
駐
車

⑰
寝
不
足
で
目
の
下
に
で
き
る
人

も
い
ま
す

⑱
小
説
家
・
尾
崎
紅
葉
の
代
表
作

「
―
―
―
夜
叉
」

⑳
シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
に
よ
く
似
合

う
赤
い
果
実

㉑
マ
ン
シ
ョ
ン
の
―
―
―
人
さ
ん
に

あ
い
さ
つ
を
し
て
出
掛
け
た

つまみでおかず
居酒屋気分で酒の肴

あまくないからおいしいお菓子
ギリギリの甘さで仕上げる
新しいおいしさ。

相続で絶対モメない
遺産分割のコツ
言葉・空気・場の読みまちがいが命取り！

坂田阿希子　著
■ 1,620 円（税込）

「お菓子は甘いもの」という常識を覆
す、新感覚のお
菓子レシピ。ギ
リギリの甘さで
仕上げることで、
素材の香りやコ
クが際立つ。甘
いものが好きな
人もそうでない
人も、一度食べ
たらクセになる、
大人のスイーツ。

佐山和弘　著
■ 1,512 円（税込）

相続が“争続”になるのは、人間関係
のこじれが原因
であることがほ
とんど。「遺産分
割協議のモメな
い進め方のルー
ル」を、1,000
件を越える相談
案件に立ち会っ
てきたプロが具
体例を交えて詳
しく解説する。

瀬尾幸子　著
■ 1,296 円（税込）

自宅で居酒屋気分が味わえる、お酒が
主役のおつまみ
本。ベストセラー

『おつまみ横丁』
の著者による待
望の新作レシピ。
火を使わずにす
ぐできるものか
らボリューム満
点のおかずにも
なるおつまみま
で、120 品掲載。



　

次
世
代
の
大
規
模
農
業
経
営
者
の
育
成
を
目

的
と
し
た
「
北
海
道
ア
グ
リ
フ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
・
ア
カ
デ
ミ
ー
（
農
業
経
営
塾
）」
の
第

３
回
講
座
が
、
受
講
生
10
名
の
参
加
の
も
と
、

11
月
29
日
・
30
日
の
両
日
、
札
幌
市
内
で
開
講

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
「
人
づ
く
り
・
組
織
づ
く
り
」
を
テ
ー

マ
に
組
織
開
発
、
労
務
管
理
の
基
礎
知
識
を
専

門
家
か
ら
学
ぶ
と
と

も
に
先
進
事
例
の
紹

介
も
あ
り
、
研
修
の

ま
と
め
と
し
て
、
受

講
生
各
自
が
「
夢
の

農
業
経
営
」
を
実
現

す
る
た
め
の
「
働
き

方
改
革
実
行
宣
言
」

を
行
い
ま
し
た
。

　

全
道
の
ホ
ク
レ
ン
Ｓ
Ｓ
で
展
開
し
た「
２
０
１
８

ラ
ブ
＆
ハ
ー
ト
チ
ャ
リ
テ
ィ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に

寄
せ
ら
れ
た
募
金
と
、
売
り
上
げ
の
一
部
を
合
算

し
た
総
額
３
０
０
万
円
を
、
北
海
道
社
会
福
祉
協

議
会
へ
寄
託
し
ま
し
た
。
当
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、

ホ
ク
レ
ン
の
社
会
貢
献
活
動
「
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
Ｎ 

Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｓ 

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
」
の
一
環
と
し
て

実
施
し
て
お
り
、
道
内
の
児
童

保
育
施
設
約
８
１
０
箇
所
に
、

絵
本
な
ど
の
購
入
費
用
と
し
て

使
用
い
た
だ
く
事
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

11
月
に
農
業
経
営
者
支
援
の
一
環
と
し
て
、

今
年
で
８
回
目
と
な
る
「
農
業
経
営
フ
ォ
ー
ラ

ム
」を
札
幌
で
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、(

有)

ト
ッ
プ
リ
バ
ー
の
嶋
﨑
代
表
取
締
役
に
「
ト
ッ

プ
リ
バ
ー
流
の
人
材
育
成
」
を
、
志
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
上
甲
代
表
に
「
い
ま
経
営
者
に
求
め

ら
れ
る
も
の 

～
松
下
幸
之
助
の
人
づ
く
り
～
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
頂
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
人
材
育
成
の

重
要
性
を
理
解
で
き
た
」、「
人

と
し
て
あ
る
べ
き
姿
を
教
わ
っ

た
」
な
ど
好
評
を
頂
き
ま
し
た
。

　

12
月
24
日(

月)

か
ら
１
月
20
日
（
日
）
ま
で
、

さ
っ
ぽ
ろ
地
下
歩
行
空
間
に
、「
ア
ン
パ
ン
マ

ン
×
こ
ど
も
共
済
」
の
巨
大
壁
面
広
告
（
全
長

14
・
５
ｍ
）
を
掲
出
し
ま
す
（
写
真
は
イ
メ
ー

ジ
で
す
）。
一
般
の
マ
マ
達
が
選
ぶ
「
マ
ザ
ー
ズ

セ
レ
ク
シ
ョ
ン
大
賞
」
を
受

賞
し
た
「
こ
ど
も
共
済
」
を

年
末
・
年
始
に
か
け
全
道
か

ら
札
幌
へ
訪
れ
る
方
々
へ
Ｐ

Ｒ
い
た
し
ま
す
。
札
幌
に
お

越
し
の
際
は
、
ぜ
ひ
地
下
歩

行
空
間
で
ご
覧
下
さ
い
！

　

組
合
員
な
ら
び
に
地
域

住
民
の
皆
様
の
生
命
と
健

康
を
守
る
た
め
、
本
会
事

業
の
積
極
的
な
啓
蒙
推
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
広
報
誌
「
す
ま
い
る
」

を
発
行
し
て
お
り
ま
す
。

　

年
３
回
発
行
し
て
お
り
、
様
々
な
医
療
・
健

康
情
報
を
発
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
掲

載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
一
読
く
だ
さ

い
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活

動
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ

の
時
々
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆

様
に
定
期
的
に
お
伝
え
し
ま
す
。

　

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ

Ｂ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｊ Ａ グ ル ー プ 通 信

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

ホ
ク
レ
ン
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次
世
代
の
大
規
模
農
業
経
営
者
の
育
成
を
目

的
と
し
た
「
北
海
道
ア
グ
リ
フ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
・
ア
カ
デ
ミ
ー
（
農
業
経
営
塾
）」
の
第

３
回
講
座
が
、
受
講
生
10
名
の
参
加
の
も
と
、

11
月
29
日
・
30
日
の
両
日
、
札
幌
市
内
で
開
講

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
「
人
づ
く
り
・
組
織
づ
く
り
」
を
テ
ー

マ
に
組
織
開
発
、
労
務
管
理
の
基
礎
知
識
を
専

門
家
か
ら
学
ぶ
と
と

も
に
先
進
事
例
の
紹

介
も
あ
り
、
研
修
の

ま
と
め
と
し
て
、
受

講
生
各
自
が
「
夢
の

農
業
経
営
」
を
実
現

す
る
た
め
の
「
働
き

方
改
革
実
行
宣
言
」

を
行
い
ま
し
た
。
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1月のパソコン講習会について

営農部 営農支援課　☎ 68-7014

　◆日　程◆
種　　　類 月　　日 時　　　間 内　　　容 講　師 場　所

ソリマチ簿記
( パソコン )

1 月 17 日（木）
23 日（水）
28 日（月）
30 日（水）

① 9:00 ～ 11:00
② 13:00 ～ 15:00

・ソリマチ簿記の使い方や勘定科目の
　設定など
・次年度更新の行い方
・クミカンデータの転送の仕方

青申会
ＪＡびえい

2 階
PC 研修室

◆持参するもの◆
自分のパソコンで講習を受けたい方➡本体を持参してください
ソリマチ簿記を受講希望の方➡
伝票入力の練習も行いたい場合は、今年のクミカン報告書と減価償却資産台帳を持参して下さい。

営農研修会は　2月4日（月）

営農部　☎ 68-7014

　今年度の営農研修会は、水稲・畑作生産者の方を対象に 2 月 4 日（月）に開催します。
詳細は後日、ＦＡＸおよび農協無線でご案内致します。多数のご出席をお願い致します。

◆開催日　平成31年2月4日（月）　
◆場　所　ＪＡびえい３階大ホール

営農部　☎ 68-7014

農業者の皆さまへ
農業者年金のご案内

　老後生活の備えは十分ですか？農業者年金は、国
民年金の第１号被保険者（保険料納付免税者を除く）
で、年間60日以上農業に従事する60歳未満の方で
あれば、どなたでも加入できます。
※加入される方は、国民年金の付加年金（付加保険料月額
400円）への加入も必要となります。

農業者年金のメリット

少子高齢化時代に強い積立方式の年金

公的年金ならではの税制上の優遇措置

終身年金で 80 歳までの保証付き

農業の担い手には手厚い政策支援

詳しくは窓口までお問い合わせください。



免税軽油・農業労災保険の
受付を致します

研修センター　　☎ 92-0588

　農業機械課では、平成 31 年度免税軽油申請と、
農業労災加入手続きを行いますので、お早めの手
続きをお願い致します。

■申請手続き
免軽必要事項　
　印鑑、標識交付証明書（トラクター等入替増車
の方）
労災必要事項　
　平成 30 年度分使用労働者数及び支払賃金、
　平成 31 年度支払予定賃金　　
受付期間　
　　　1月9日（水）～1月18日（金）
受付時間　　午前 9 時から午後 4 時まで
受付場所　　研修センター会議室

※近年、免税軽油の不正利用防止のため、使用者
への調査が強化されております。

　免税軽油使用者証に未記載の機械への使用等、
不正使用が発覚した場合は、

　罰則（免税証の不交付や過去３年に遡り返納等）
が生じますのでご注意下さい。

※毎年、多くの農作業事故が発生しております。
未加入の方はこの機会にぜひ農業労災に加入し
ましょう。

平成31年度農業経営基盤強化準備金
制度の取り扱いについて

春の新車フェア

　2018 年度税制改正に伴い、農業経営基盤
強化準備金制度の取り扱いが変更となります。
　詳しくは、別紙折込をご覧ください。
　また、ご不明な点がございましたら、下記窓
口までご連絡ください。

　　平成 31 年 1 月 1 日～ 3 月 31 日までの
ご成約を対象に「４メーカー新車全車種対象特
別企画（トヨタ・スズキ・スバル・ミツビシ）」
を開催中します！

キャンペーン内容
乗用車新車ご購入で
もれなくいずれかお
ひとつプレゼント！
A. ホクレン
　ＳＳポイント
　30,000pt 進呈
B. ホクレン選べる

カタログギフト
C. 農協観光旅行券

30,000 円分

軽トラックを新車でご成約の方は
スタッドレスタイヤ４本（ホイール付き）

　プレゼント！

さらに、乗用車新車または軽トラック新車を
ご成約の方に

ホクレンエンジンオイルプレゼント！

詳しくは、下記までお問い合わせください。

（一財）美瑛町農業振興機構
　　　　　　　　　　☎　92-2855

北町給油所　☎ 92-2157
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年始のＪＡ業務時間のご案内

１月１日(火) 2日(水) 3日(木) ４日(金) ５日(土) ６日(日) 7日(月) 8日(火)

金融店舗窓口 休　　業 9:00～16:00 休　業 9:00～16:00

Ａ
Ｔ
Ｍ

金融店舗 休　　業 8:45～17:00 休　業 8:45～17:00

ホクレン
ショップ玄関 休　　業 9:00～18:00 9:00～17:00 9:00～18:00

給
油
所

北町 休　　業 8:00～17:00　　　　　　　　

大町セルフ 6:00～21:00

上記以外の部門 休　　業 営業日
8:30～16:00 8:30～17:00

総務部　☎ 92-2111

年始休業中の緊急対応
　ＪＡ業務につきまして、緊急な業務対応は次の通り
実施いたしますのでお知らせします。

新生活応援キャンペーン

北町給油所　☎　92-2157

　平成 31 年 1 月 1 日～ 3 月 20 日までの期
間に、新車・中古車をご成約頂いた学生の皆様
に、素敵なプレゼントを進呈します。

キャンペーン内容
●平成 31 年 3 月卒業
予定の学生の方を対象
に、新車・中古車のご
購入で、「ライオントッ
プスーパーナノックス
ギフトセット」や「バ
ラエティ調味料セット」
などの中からもれなく
素敵なプレゼントを進
呈いたします！

詳しくは、下記までお問い合わせください。

　本誌 2019 年新年特集号の表紙に登場して頂い
たのは、「美沢へき地保育所」の園児の皆さん 10
名です。当日は寒い日でしたが、全員参加で元気
いっぱいな姿を見せてくれました。元気で良い笑
顔をした子ばかりで、撮影も楽しくできました。
今年の干支の猪（いのしし）の絵が可愛らしいで
すね。ご協力ありがとうございました！

新年特集号
表紙の写真

ご協力
ありがとう
ございます

項　目 連絡先

ＪＡ共済事故受付センター 0120-258-931

灯油・プロパン 92-2157

8:00～19:00
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■組合員の皆様各位には気分も新たに新春をお迎えのことと存じます。
今年は十二支で 12 番目の「亥」。イノシシは府県の農業者にとっては「鳥
獣被害の代表害獣」で、農作物被害は勿論のこと、山の中から急に飛び
出して住民にけがを負わすなど嫌われ者ですが、実は「百姓のつくり神」
として大事な「田の神・作物の神」として古来大事にされたそうです。
■Ｈ 30 年は北海道全体が気象異変による不作を余儀なくされ、美瑛農
業の底力が試される年度となりました。明けて 2019 年は平成に別れを
告げ新元号に改変されます。農政関連では国政選挙、地方統一選挙年で、
この国の行方が決定します。加えて TPP11、日欧 EPA 発効などの影響
により、国民の大切な食料を生産する農業の姿に大きな変化がありそう
ですが、今年は勇猛果敢な「猪」の如く、チャレンジの年にしたいもの
です。

734 人

1,899 人

273 億 00 百万円

83 億 29 百万円

 11 億 37 百万円

47 億 53 百万円
※百万円未満四捨五入  
（平成 30 年 11 月末）

発生件数　　5 件（22 件）　《16 件》
　　負傷　　5 人（22 人）　《16 人》
　　死亡　　0 人（  0 人）　《0 人》
（　）は 30 年度累計　《　》は昨年同期累計
※負傷者数は農業労災加入者統計より

（12 月 20 日現在）
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1日（火）　元旦

7日（月）　ＪＡ仕事始め
　新年交礼会

11日（金）　五穀豊穣祈願祭
　美瑛養豚会家族交流会

14日（月）　成人の日

22日（火）　とまと生産部会定期総会
　酪農婦人部料理講習会

26日（土）　年金友の会湯治（～２８日）
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